
善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て
ᴷ
ᴷ
若
霖
⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
の
引
用
を
中
心
と
し
て
ᴷ
ᴷ

藤

野

暁

信

は
じ
め
に

⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
は
、
富
山
県
氷
見
市
西
光
寺
七
世
で
あ
る
善
意
（
一
六
九

八
ᴷ
一
七
七
五
）
の
著
作
で
あ
る
。
本
書
は
同
じ
く
善
意
の
著
作
で
あ
る
⽝
白

糸
篇
⽞
と
は
異
本
系
統
の
文
献
で
あ
る
。
前
者
は
写
本
系
統
、
後
者
は
刊
本
系

統
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。⽝
白
糸
篇
⽞
は
、
三
業
帰
命
説
が
説
か
れ
た
異
安

心
の
書
と
し
て
、
三
業
惑
乱
終
結
後
に
絶
版
処
分
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
事
情
か
ら
、

白
糸
篇
五
巻
、
世
に
流
行
す
。
然
る
に
篇
末
に
信
願
開
合
集
有
り
、
功
存

師
跋
を
書
く
。
是
の
書
初
め
て
三
業
帰
命
を
言
ふ
、
邪
義
の
基
な
り
。

［
三
業
に
四
義
を
立
つ
］
師
是
く
の
如
き
邪
義
を
言
ふ
は
、
恐
ら
く
魔
の

容
る
る
所
か①
。

と
評
さ
れ
、
異
安
心
の
書
と
し
て
の
印
象
が
強
い②
。
写
本
系
統
の
本
書
も
同
様

に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
書
の
中
に
は
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
と
い
う
論
題
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
所
謂
⽛
三
大
法
論③
⽜
と
呼
ば
れ
る
内
の
⽛
明
和
法
論
⽜
に
関
係
す
る

論
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、⽛
明
和
法
論
⽜
で
本
願
寺
派
第
四
代
能
化
法
霖

（
一
六
九
三
ᴷ
一
七
四
一
）⽝
浄
土
折
衝
篇
⽞（
以
下
⽝
折
衝
篇
⽞）
の
所
説
が
、

⽛
一
益
法
門
⽜
で
あ
る
と
の
批
判
に
応
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
は
、
様
々
に
引
用
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
が

存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
本
願
寺
派
第
三
代
能
化
若
霖
（
一
六
七
五
ᴷ
一
七
三
五
）

の
著
作
で
あ
る
⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞（
以
下
⽝
文
軌
⽞）
の
引
用
で
あ
る
。⽝
文

軌
⽞
の
引
用
回
数
が
、
他
の
文
献
と
比
較
し
て
多
い
の
で
あ
る
。

真
宗
教
学
史
上
に
お
い
て
、⽝
文
軌
⽞
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
さ
れ
、

本
書
に
お
け
る
⽝
文
軌
⽞
の
引
用
か
ら
江
戸
期
に
お
け
る
⽝
文
軌
⽞
受
容
の
一

様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、⽛
明

和
法
論
⽜
と
⽝
文
軌
⽞
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
に
な
る
と
も
考
え
る
。

そ
の
た
め
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
の
⽝
文
軌
⽞
引
用
は
、
若
霖
教
学
の
影
響
力
を
見

る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、⽝
真
宗

白
糸
論
⽞（⽝
白
糸
篇
⽞）・⽝
文
軌
⽞
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
に
、⽛
正
定
滅
度
第

十
二
⽜
に
出
る
若
霖
⽝
文
軌
⽞
引
用
文
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
善
意
に
お
け

る
⽝
文
軌
⽞
の
受
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
〇
一



尚
、
本
論
文
で
は
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写
字
台
文
庫
所
蔵
の
⽝
真
宗
白
糸

論
⽞
を
用
い
た④
。
ま
た
、
引
用
す
る
に
当
た
り
、
漢
文
は
書
き
下
し
、
送
り
仮

名
・
句
読
点
を
適
宜
補
い
、
割
注
は
［

］
で
表
記
し
た
。

一
、⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

始
め
に
本
書
の
著
者
で
あ
る
善
意
の
概
略
を
示
す⑤
。
善
意
は
、
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
に
旧
氷
見
郡
稲
積
村
（
現
在
の
富
山
県
氷
見
市
稲
積
地
区
）
の
豪
農

大
坪
三
左
衛
門
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
少
期
に
西
光
寺
安
貞
（
一
六
七
七

ᴷ
一
七
三
七
）
の
下
で
出
家
し
、
安
貞
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
善
意
は
、

後
に
第
五
代
能
化
と
な
る
義
教
（
一
六
九
四
ᴷ
一
七
六
八
）
と
安
貞
の
門
で
修

学
し
た
後
、
義
教
と
共
に
上
京
し
て
研
鑽
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
頃
に

学
林
に
懸
席
し
て
若
霖
・
法
霖
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
善
意
自
身

も
⽛
親
く
師
（
法
霖
）
の
講
筵
に
預
る
こ
と
年
久
し⑥
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
に
安
貞
の
死
を
契
機
に
自
坊
で
あ
る
西
光
寺
に
戻
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
翌
年
に
安
貞
の
遺
言
に
従
い
、
義
教
と
の
協
力
の
上
で
学

塾
⽛
尺
伸
堂
⽜
を
創
設
し
た⑦
。
そ
の
後
は
後
学
の
育
成
を
す
る
傍
ら
、
著
述
を

行
い
多
数
の
著
作
を
残
し
て
い
る⑧
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
七
八
歳
で
没

す
る
。

次
に
本
書
の
構
成
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
く
。
本
書
は
十
二
の

論
題
で
構
成
さ
れ
て
い
る⑨
。⽛
宿
善
有
無
第
一
⽜・⽛
疑
心
往
生
第
二
⽜・⽛
唯
除

逆
謗
第
三
⽜・⽛
最
初
帰
仏
第
四
⽜・⽛
乃
至
十
念
第
五
⽜・⽛
聖
浄
権
実
第
六
⽜・

⽛
本
師
法
王
第
七
⽜・⽛
小
児
往
生
第
八
⽜・⽛
回
向
分
別
第
九
⽜・⽛
現
生
正
定
第

十
⽜・⽛
往
生
成
仏
第
十
一
⽜・⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
以
上
の
よ
う
な
構
成
と
な

っ
て
い
る
。

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ⅰ

宿
善
有
無
第
一

真
宗
門
徒
で
現
世
利
益
を
祈
り
、
位
牌
に
対
し
て
香
華
を
供
え
る
な
ど
、

宗
義
に
反
す
る
無
宿
善
の
機
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
無
理
に
教
化
す
れ
ば
謗

法
の
原
因
と
な
る
。
宿
善
が
開
発
す
れ
ば
教
化
せ
ず
と
も
正
信
に
基
づ
く
の

で
、
無
理
に
教
化
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
説
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は

⽝
御
文
章⑩
⽞
の
言
葉
を
妄
執
し
た
も
の
で
、
宿
善
の
有
無
に
関
係
な
く
教
化

を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

ⅱ

疑
心
往
生
第
二

疑
い
な
が
ら
で
あ
っ
て
も
念
仏
す
れ
ば
往
生
す
る
と
い
う
⽛
疑
心
往
生

説
⽜
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
説
は
、
法
然
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

法
然
著
作
や
⽝
語
灯
録
⽞
な
ど
に
存
在
せ
ず
、
ま
た
宗
義
に
大
き
く
反
し
た

も
の
だ
と
す
る
。

ⅲ

唯
除
逆
謗
第
三

⽝
大
経
⽞
第
十
八
願
文
の
⽛
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法⑪
⽜
の
文
は
、
信
心
獲
得

後
の
者
が
五
逆
罪
を
犯
し
た
場
合
に
除
か
れ
る
対
象
と
な
り
、
信
心
獲
得
前

の
者
は
、
五
逆
罪
を
犯
し
て
も
摂
取
さ
れ
る
が
、
信
心
獲
得
後
の
者
は
摂
取

さ
れ
な
い
と
す
る
説
の
是
非
が
問
わ
れ
る
。
善
意
は
、
こ
の
説
を
新
奇
な
も

の
と
し
、
文
証
・
理
証
が
な
い
と
し
否
定
す
る
。
ま
た
、
唯
除
の
文
が
、
釈

一
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迦
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、

釈
迦
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ⅳ

最
初
帰
仏
第
四

真
宗
に
お
い
て
初
め
て
仏
に
帰
依
す
る
一
念
に
⽛
た
す
け
た
ま
へ
⽜
と
発

語
す
る
こ
と
の
意
義
が
問
わ
れ
る
。
善
意
は
、
仏
に
帰
依
す
る
儀
式
と
し
て

諸
宗
派
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
、⽝
改
悔
文
⽞
な
ど
真
宗
の
相
承
の
所
説
で

あ
る
こ
と
、
口
業
に
出
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
こ
と
、
疑
心
が
あ
る
者
に
発

語
さ
せ
る
こ
と
で
決
定
心
を
得
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
の
四
点
を
挙
げ
る
。

所
謂
⽛
三
業
帰
命
説
⽜
を
肯
定
す
る
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ⅴ

乃
至
十
念
第
五

⽝
大
経
⽞
第
十
八
願
文
の
⽛
乃
至
十
念
⽜
が
称
名
で
あ
る
と
す
る
説
が
出

さ
れ
る
。
善
意
は
、⽛
乃
至
十
念
⽜
は
信
心
で
あ
る
と
す
る
。

ⅵ

聖
浄
権
実
第
六

聖
道
門
と
浄
土
門
の
権
実
に
つ
い
て
、
文
証
・
理
証
・
例
証
を
出
し
て
論

じ
て
い
る
。
次
に
こ
れ
対
す
る
論
難
を
想
定
し
た
問
答
が
立
て
ら
れ
る
。

ⅶ

本
師
法
王
第
七

阿
弥
陀
仏
が
諸
仏
の
本
師
で
あ
り
、
ま
だ
西
方
極
楽
浄
土
が
諸
仏
の
本
家

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

ⅷ

小
児
往
生
第
八

小
児
に
代
わ
っ
て
そ
の
両
親
が
仏
前
で
帰
仏
す
る
儀
式
、
所
謂
⽛
代
頼

み
⽜
の
是
非
に
つ
い
て
、
ま
た
小
児
の
往
生
が
可
能
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
る
。

ⅸ

回
向
分
別
第
九

回
向
に
つ
い
て
、
自
力
と
他
力
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。
自
力
回
向
に
は
、

生
因
回
向
と
追
善
回
向
が
あ
り
、
他
力
回
向
に
は
往
相
回
向
と
還
相
回
向
が

あ
る
。
往
相
回
向
の
中
に
は
、
願
作
仏
心
と
度
衆
生
心
が
あ
る
と
す
る
。
追

善
回
向
に
つ
い
て
、
真
宗
で
は
如
来
の
行
を
行
ず
る
も
の
で
、
亡
者
の
た
め

の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。

ⅹ

現
生
正
定
第
十

現
生
正
定
聚
の
是
非
に
つ
い
て
、
文
証
・
理
証
・
問
答
に
よ
っ
て
論
じ
て

い
る
。

ⅺ

往
生
成
仏
第
十
一

往
生
即
成
仏
の
是
非
に
つ
い
て
、
文
証
・
理
証
・
問
答
に
よ
っ
て
論
じ
て

い
る
。

ⅻ

正
定
滅
度
第
十
二

明
和
の
法
論
で
問
題
と
な
っ
た
、⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
が
⽛
一
益
法
門
⽜
で

あ
る
と
い
う
批
判
に
対
す
る
応
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
が
、
こ
れ
が
刊
本
系

統
で
あ
る
⽝
白
糸
篇
⽞
で
は
、⽛
聖
浄
権
実
第
一
⽜・⽛
本
師
法
王
第
二
⽜・⽛
最

初
帰
仏
第
三
⽜・⽛
乃
至
十
念
第
四
⽜・⽛
現
生
正
定
第
五
⽜・⽛
往
生
成
仏
第

六
⽜・⽛
回
向
分
別
第
七
⽜・⽛
疑
心
往
生
第
八
⽜・⽛
宿
善
有
無
第
九
⽜・⽛
小
児
往

生
第
十
⽜
の
十
の
論
題⑫
と
な
っ
て
い
る
。⽛
唯
除
逆
謗
第
三
⽜
と
⽛
正
定
滅
度

第
十
二
⽜
が
削
除
さ
れ
、
論
題
の
順
番
が
入
れ
替
わ
り
、
構
成
が
異
な
っ
て
い

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
〇
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る
。
両
者
の
関
係
性
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
両
者
の
関
係
性
に

つ
い
て
、
寺
野
宗
孝
氏
と
森
越
博
氏
が
言
及
し
て
い
る
。

寺
野
氏
は
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
お
け
る
西
光
寺
調
査
の
際
に
、

善
意
自
筆
の
草
稿
本
（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞）
が
、
中
・
下
巻
の
み
存
在
し
、
刊
本

も
新
旧
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

又
此
著
は
芳
山
師
滅
後
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
西
光
寺
に
は
版
の
違
っ
た
二

種
の
刊
本
が
あ
る
が
、
一
種
は
中
・
下
巻
の
み
、
他
の
一
種
は
上
・
中
巻

の
み
に
て
、
何
れ
も
一
巻
欠
本
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
方
が
確
か
に
版

が
古
く
、
紙
型
も
大
き
い
。

佐
野
の
大
永
寺
に
此
の
写
本
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
文
の
最

後
に

明
和
三
［
丙
戌
］
二
月

日

北
越
無
人
閣
翁
書
之

と
あ
り
、
更
に
筆
写
者
が
次
の
文
を
加
へ
て
い
る
。

氷
見
西
光
寺
芳
山
律
師
釈
善
意
法
橋
述
之
者
也
。
于
時
安
永
九
年

［
庚
子
］
六
月
上
旬
、
現
住
若
楫
律
師
善
済
法
橋
校
合
此
篇
而
板
行
、

以
日
真
宗
白
糸
篇
是
也
。
真
宗
安
心
秘
鎰
也
。
常
可
安
置
机
上
者
也⑬
。

佐
野
大
永
寺
に
あ
る
本
書
の
写
本
の
奥
書
か
ら
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
二

月
に
善
意
が
草
稿
を
著
し
、
没
後
か
ら
五
年
経
っ
た
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

六
月
上
旬
に
後
継
者
で
あ
る
善
済
（
若
楫
）（
一
七
三
五
ᴷ
一
七
八
九
）
が
校
合

を
行
い
、
旧
版
を
版
行
を
し
た
も
の
と
し
、
翌
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
五
月

京
都
で
新
版
を
版
行
し
た
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
寺
野
氏
が
示
す
佐
野
大
永
寺
の
写
本
に
あ
る
書
写

人
に
よ
る
文
で
あ
る
。
書
写
人
は
本
書
並
び
に
⽝
白
糸
篇
⽞
を
真
宗
安
心
の
要

で
あ
る
と
認
識
し
、
常
に
机
上
に
置
く
べ
き
と
し
て
い
る
。
当
時
、
本
書
が
ど

の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。

森
越
氏
は
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月
に
氷
見
市
教
育
委
員
会
の
寺

社
調
査
の
中
で
、
西
光
寺
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
写

字
台
文
庫
に
所
蔵
の
も
の
に
つ
い
て
、⽛
両
本
の
中
・
下
巻
に
お
け
る
編
目
は

一
致
し
て
お
り
、
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
推
測
で
き
る⑭
。⽜
と
同
系
統

の
写
本
で
あ
る
と
す
る
。
写
本
系
統
と
刊
本
系
統
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
前
述

の
寺
野
氏
の
論
を
参
照
し
た
上
で
、

以
上
の
事
柄
よ
り
刊
本
と
稿
本
の
性
格
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
推
測

で
き
る
。

⿠
刊
本
は
基
本
的
に
稿
本
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
刊
本
の

内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
稿
本
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
点
、
稿
本
に
加
え
ら
れ

た
訂
正
が
刊
本
で
生
か
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
判
明
す
る
。

⿠
刊
本
制
作
の
際
、
稿
本
に
依
拠
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
な
が
ら
、
両

者
の
相
違
は
大
き
過
ぎ
、
稿
本
が
直
接
の
原
稿
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。

⿠
ま
た
添
削
部
分
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
他
者
（
善
済
）
が
稿
本
か
ら
刊

本
の
編
集
を
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
板
行
の
際
、
よ
り
刊
本
に
近
い

善
意
の
原
稿
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⿠
従
っ
て
刊
本
は
、
善
意
が
稿
本
を
書
き
直
し
て
編
集
し
た
完
成
原
稿
に
、

他
の
著
述
も
加
え
て
、
没
後
に
法
嗣
の
善
済
が
板
行
し
た
も
の
と
思
わ
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れ
る
。
た
だ
し
、
他
の
著
述
ま
で
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
著
者

の
意
図
か
ど
う
か
明
確
で
な
い⑮
。

と
述
べ
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
刊
本
は
基
本
的
に
明
和
三
年
（
一
七
六

六
）
の
稿
本
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
相
違
は
大
き
過
ぎ
る
た
め
直

接
の
原
稿
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
と
す
る
。
刊
本
系
統
に
よ
り
近
い
別
系
統

の
も
の
が
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
善
意
没
後
に
出
版
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
し
て
い
る
。

寺
野
氏
、
森
越
氏
共
に
写
本
系
統
が
先
に
成
立
し
、
刊
本
系
統
が
後
か
ら
成

立
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
寺
野
氏
が
写
本
系
統
と
刊
本
系
統
の
異
同
を
後
継

者
の
善
済
に
因
る
も
の
と
す
る
点
に
対
し
、
森
越
氏
は
異
同
の
甚
だ
し
さ
か
ら
、

写
本
系
統
と
は
別
系
統
の
も
の
に
基
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
点
で
見
解

が
異
な
る
。
写
本
系
統
が
成
立
し
た
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
か
ら
善
意
の
没

す
る
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
ま
で
十
年
ほ
ど
の
期
間
が
あ
る
の
で
、
森
越
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
善
意
が
晩
年
ま
で
推
敲
を
重
ね
て
い
た
可
能
性
が
高
い

だ
ろ
う
。

次
に
題
目
で
あ
る
が
、⽝
真
宗
白
糸
論
⽞・⽝
白
糸
篇
⽞
の
双
方
と
も
⽛
白
糸
⽜

と
い
う
語
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
⽛
白
糸
⽜
の
語
に
つ
い
て
善
意
自
身
が
言
及

し
て
い
る
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、⽛
白
糸
⽜
の
語
が
題
に
含
ま
れ
る

仏
書
も
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
た
め
⽛
白
糸
⽜
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
判
然
と
し
な
い
。

こ
の
⽛
白
糸
⽜
と
い
う
語
の
用
例
に
、
初
学
者
の
物
を
覚
え
る
さ
ま
と
し
て

の
喩
え
が
存
在
し
て
い
る
。
明
治
期
の
⽝
小
学
庭
訓
⽞
な
る
書
に
は
、⽛
人
の

幼
稚
そ
の
時
は
、
猶
白
糸
の
如
く
ま
て
、
只
そ
め
く
さ
の
色
に
由
り
、
赤
も
緑

も
紫
も
心
の
ま
ゝ
に
染
ま
れ
ど
も⑯
⽜
と
あ
り
、
ま
た
⽛
未
だ
何
に
も
白
糸
の
染

る
間
も
な
き
子
供
等⑰
⽜
と
い
う
表
現
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。⽛
白
糸
⽜

の
語
が
、
何
色
に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
状
態
の
白
糸
か
ら
転
じ
て
、
未
だ
何
も

知
ら
な
い
子
供
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
善
意
が
こ
の
題
を
附
し
た
の
は
、
未
だ
何
も
知
ら
な
い
初
学
者

へ
向
け
た
教
科
書
や
入
門
書
と
し
て
の
意
図
を
込
め
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か⑱
。
ま
た
、
前
述
の
佐
野
大
永
寺
写
本
の
奥
書
の
記
述
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、

本
書
が
教
科
書
・
入
門
書
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
当
時

受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
正
定
滅
度
第
十
二

今
回
注
目
す
る
⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
は
、⽛
唯
除
逆
謗
第
三
⽜
と
共
に
、

刊
本
系
統
で
は
削
除
さ
れ
、
写
本
系
統
に
の
み
存
在
す
る
論
題
で
あ
る
。
こ
の

論
題
は
前
述
す
る
よ
う
に
、⽛
明
和
法
論
⽜
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
智
暹
（
一
七
〇
二
ᴷ
一
七
六
八
）
が
、
そ
の
著
⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞

の
中
で
、
法
霖
⽝
折
衝
編
⽞
の
所
説
を
⽛
一
益
法
門
⽜
で
あ
る
と
の
批
判
に
応

答
し
た
も
の
で
あ
る
。

⽛
明
和
法
論
⽜
は
本
願
寺
派
で
の
教
義
論
争
で
あ
り
、
所
謂
、⽛
三
大
法
論
⽜

と
呼
ば
れ
る
内
の
一
で
あ
る
。
以
下
に
概
略
を
示
す⑲
。
事
は
明
和
元
年
（
一
七

六
四
）
に
、
智
暹
が
⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞
を
著
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
智
暹

は
⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞
の
中
で
、
真
宗
の
本
尊
が
⽝
観
経
⽞
第
七
観
の
韋
提

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て
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希
所
見
の
住
立
空
中
尊
で
あ
る
と
す
る
法
霖
の
学
説
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に

⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞
の
最
後
に
は
、

近
代
当
流
の
学
者
、
他
宗
の
円
融
即
具
の
談
を
羨
み
、
解
第
一
義
を
以
て
、

如
実
修
行
相
応
と
称
し
、
是
を
以
て
、
安
心
の
極
意
と
思
ひ
、
或
は
浄
穢

不
二
因
果
不
二
を
談
じ
、
正
定
滅
度
一
益
の
義
を
以
て
宗
極
と
す
。
近
く

は
中
興
の
高
判
に
違
し
、
遠
く
は
指
方
立
相
の
宗
致
に
背
け
り
、
な
げ
か

し
き
事
に
非
ず
や⑳
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
法
霖
を
⽛
一
益
法
門
⽜
の
異
義
者
で
あ
る
と
暗
に
批
判

し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
⽛
一
益
法
門
⽜
と
は
、
真
宗
に
お
け
る
異
義
の
一
つ
で
あ
る
。

真
宗
に
お
い
て
は
、
正
定
聚
の
位
に
住
す
る
こ
と
を
現
生
の
利
益
と
し
、
滅
度
、

悟
り
に
至
る
の
は
、
往
生
し
た
後
の
利
益
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
対
し
て
、
正

定
聚
と
滅
度
の
二
つ
の
利
益
を
現
生
に
お
い
て
同
時
に
得
る
、
す
な
わ
ち
一
つ

の
利
益
だ
と
す
る
の
が
⽛
一
益
法
門
⽜
で
あ
る
。

こ
の
智
暹
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
学
林
側
は
、
天
倪
（
？
ᴷ
一
七
八
九
）、
僧

鎔
な
ど
が
反
駁
書
を
著
し
て
応
答
し
た
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
本
山
鞘

の
間
に
お
い
て
学
林
側
と
智
暹
側
の
対
論
が
行
わ
れ
た
。
論
点
は
正
定
聚
と
滅

度
を
一
益
と
す
る
か
に
否
か
に
終
始
し
、
対
立
は
激
化
し
た
。
本
山
は
学
林
と

智
暹
の
双
方
を
誡
告
し
て
裁
決
と
し
た
が
、
学
林
所
化
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て

本
山
に
乱
入
す
る
騒
動
に
発
展
し
た
。
最
終
的
に
は
二
条
所
司
代
の
沙
汰
を
受

け
て
騒
動
は
一
応
収
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
和
の
法
論
で
は
、
本
題
で
あ
る
真
宗
の
本
尊
の
根
拠
に
つ
い

て
の
論
争
と
共
に
、
法
霖
の
所
説
が
⽛
一
益
法
門
⽜
で
あ
る
か
否
か
の
点
が
論

争
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
っ
た
部
分
は
、
法
霖
⽝
折
衝
編
⽞
の

何
が
故
に
必
ず
滅
度
に
至
る
や
。
正
定
聚
に
住
す
る
が
故
な
り
。
何
故
に

正
定
と
言
ふ
や
［
現
益
及
二
十
九
種
］
必
ず
滅
度
に
至
る
が
故
な
り
。
常

山
の
蛇
勢
の
如
し
。
龍
樹
は
之
を
謂
つ
て
必
定
と
言
ふ
、
是
れ
正
定
及
び

滅
度
を
合
し
て
一
益
と
為
す
が
故
な
り
。
必
定
と
言
ふ
は
因
果
相
即
の
益
、

現
生
に
通
ず
と
雖
、
密
益
な
り
。
理
実
に
は
生
後
の
益
な
り㉑
。

と
い
う
文
が
問
題
と
な
る
箇
所
で
あ
る
。
法
霖
は
、
必
ず
滅
度
に
至
る
の
は
正

定
聚
に
住
す
る
か
ら
で
あ
り
、
正
定
と
言
う
の
も
必
ず
滅
度
に
至
る
か
ら
で
あ

る
と
す
る
。
龍
樹
が
必
定
と
い
う
の
は
、
正
定
聚
と
滅
度
を
合
わ
せ
て
一
益
と

し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
因
果
相
即
の
益
で
、
現
生
で
は
密
益
で
あ
る
が
、

実
際
に
は
往
生
後
の
益
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
法
霖
が
正
定
聚
と
滅
度
を

合
わ
せ
て
一
益
と
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

さ
て
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
は
、
次
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
一
段
…
⽝
折
衝
篇
⽞
の
引
用

第
二
段
…
⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
へ
の
会
通

第
三
段
…
⽝
折
衝
篇
⽞
の
意
図

第
一
段
で
は
、
問
題
と
な
る
⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
を
引
用
す
る
。
第
二
段
で
は
、

第
一
段
を
会
通
す
る
部
分
で
、
会
通
の
論
理
と
し
て
⽛
機
法
一
体
⽜
が
挙
げ
ら
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れ
、
続
い
て
文
証
が
種
々
に
示
さ
れ
る
。
第
三
段
で
は
、
第
一
段
で
の
法
霖
の

意
図
が
示
さ
れ
る
。

内
容
に
関
し
て
第
一
段
は
、
先
ほ
ど
示
し
た
⽝
折
衝
篇
⽞
の
引
用
が
な
さ
れ

る
。
第
二
段
で
は
、
善
意
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
此
文
を
会
す
れ
ば
、
唯
だ
機
法
一
体
の
一
句
に
在
っ
て
至
れ
り
尽
せ

り
。
更
に
何
の
文
証
を
求
め
ん
や
。
所
以
は
何
。
所
謂
、
機
と
は
こ
れ
正

定
の
機
、
法
と
は
乃
ち
滅
度
の
法
、
一
体
と
は
即
ち
合
し
て
一
益
と
為
す

な
り
。
こ
の
一
益
現
当
に
通
ず
と
は
、
所
謂
因
果
相
即
な
り
。
現
と
は
即

ち
密
益
、
故
に
密
益
と
言
ふ
。
当
来
に
至
て
方
に
顕
現
す
。
故
に
理
実
当

益
と
言
ふ
。
現
は
則
ち
信
不
退
な
り
。
こ
の
中
、
密
に
滅
度
に
徳
を
具
す
。

当
は
則
ち
滅
度
に
至
る
。
全
く
正
定
に
即
く
が
故
に
常
山
の
蛇
勢
と
喩
ふ
。

ま
た
因
果
相
即
と
言
ふ
。
こ
れ
正
定
滅
度
相
即
し
て
一
益
を
為
す
。
こ
の

中
鸞
師
以
て
必
定
と
為
し
て
彼
土
の
益
と
為
し
、
高
祖
は
以
て
正
定
と
為

し
て
此
土
の
益
と
為
す
。
当
に
知
る
べ
し
、
鸞
師
必
定
の
言
、
必
ず
正
定

滅
度
の
二
益
有
り
。
今
家
の
正
定
ま
た
密
に
滅
度
を
具
す
。
彼
此
の
左
右

有
り
と
雖
も
、
二
益
を
以
て
一
益
と
為
す
は
同
じ
な
り
。
故
に
龍
樹
こ
れ

が
謂
に
必
定
と
言
ふ
と
曰
ふ
。
こ
れ
因
果
相
即
に
就
ひ
て
論
ず
る
な
り
。

鸞
師
相
即
の
中
に
果
を
取
る
。
今
家
は
相
即
の
中
に
因
を
取
る
。
因
果
異

な
り
と
雖
も
相
即
の
故
に
そ
の
義
無
違
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
、
今
こ
の

⽝
折
衝
⽞
の
文
義
、
機
法
一
体
の
義
と
毫
も
差
異
無
き
な
り
。
こ
の
義

［
機
法
一
体
］、
今
家
尋
常
、
茶
飯
七
歳
の
沙
弥
も
ま
た
能
く
口
に
談
じ
、

心
に
会
す
る
な
り㉒
。

善
意
は
、⽝
折
衝
篇
⽞
の
問
題
で
あ
る
箇
所
を
会
通
す
れ
ば
、⽛
機
法
一
体
⽜

の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
機
法
一
体
の
⽛
機
⽜
は
正
定
聚
の
機
で
、⽛
法
⽜
と

は
滅
度
の
法
で
、⽛
一
体
⽜
と
は
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
智
暹
に
対
す
る
批
判
を
交
え
な
が
ら
論
が
展
開
さ
れ
る
。

唯
だ
敵
者
有
り
。
謂
く
邪
義
と
為
し
て
強
ひ
て
文
証
を
求
め
る
は
、
恐
ら

く
は
こ
れ
智
暹
に
非
ず
、
こ
れ
浅
智
か
。

そ
れ
機
法
一
体
と
は
謂
ふ
所
の
因
果
相
即
の
名
な
り
。
因
に
在
り
て
則
ち

正
定
と
名
く
［
機
］
し
か
し
て
必
ず
滅
度
を
具
す
［
法
］。
故
に
一
体
と

言
ふ
。
果
に
在
り
て
則
ち
滅
度
と
名
く
。
し
か
し
て
全
く
正
定
に
即
く
。

故
に
一
体
と
言
ふ
。
こ
の
因
果
相
即
の
故
に
一
益
な
り
。
一
体
一
益
は
法

徳
に
約
す
。
若
し
機
辺
に
約
せ
ば
、
彼
此
二
土
、
凡
聖
迷
悟
隔
別
の
故
に

二
益
な
り
。
こ
れ
二
に
し
て
［
一
益
二
益
］
無
二
な
り
。
機
法
一
体
の
故

に
こ
れ
を
⽛
因
果
相
即
す
、
常
山
の
蛇
勢
⽜
と
言
ふ
。
一
体
の
中
、
ま
た

自
ら
因
果
宛
然
［
而
二
］
の
故
に
因
に
約
せ
ば
、
則
ち
正
定
に
し
て
密
に

滅
度
を
具
す
。
名
け
て
密
益
と
為
す
。
果
に
到
れ
ば
則
ち
滅
度
な
り
。
故

に
⽛
理
実
に
生
後
の
益
⽜
と
言
ふ
。
こ
の
一
体
に
於
て
鸞
師
は
果
に
約
し

て
必
定
と
言
ひ
、
高
祖
は
因
に
約
し
て
正
定
と
言
ふ
。
因
果
の
異
り
似
た

り
と
雖
も
、
相
即
の
故
に
違
ひ
無
し
。
故
に
龍
樹
こ
れ
が
謂
に
必
定
と
言

ふ
と
言
ふ
。
明
ら
か
に
知
ぬ
。
機
法
一
体
と
は
即
ち
こ
れ
二
益
を
合
し
て

一
益
と
為
す
者
な
り㉓
。

善
意
は
、
敵
者
（
智
暹
）
が
⽛
機
法
一
体
⽜
で
あ
る
こ
と
に
、
論
拠
を
求
め

る
こ
と
は
、
智
慧
が
浅
い
と
す
る
。
機
法
一
体
は
因
果
相
即
の
名
で
、
因
で
は

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て
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正
定
聚
（
機
）
と
い
い
滅
度
（
法
）
が
具
わ
る
。
果
で
は
滅
度
（
一
体
）
と
い

い
な
が
ら
正
定
聚
で
あ
る
。
こ
の
因
果
相
即
の
た
め
に
一
益
で
あ
る
。
滅
度
は

現
生
で
は
密
益
で
あ
り
、
当
来
に
至
っ
た
所
で
あ
ら
わ
れ
る
た
め
⽛
理
実
生
後

益
⽜
と
い
う
。
現
生
で
の
正
定
聚
は
そ
の
中
に
滅
度
の
徳
（
密
益
）
が
具
わ
っ

て
お
り
、
当
来
で
は
滅
度
に
至
る
か
ら
正
定
聚
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
指
し
て

⽛
常
山
蛇
勢
⽜
と
喩
え
る
。
一
体
を
曇
鸞
は
果
の
側
で
⽛
必
定
⽜、
宗
祖
は
因
の

側
で
⽛
正
定
⽜
と
い
う
。
因
果
で
違
い
が
あ
る
が
相
即
す
る
の
で
違
い
は
な
い
。

だ
か
ら
龍
樹
は
こ
れ
を
⽛
必
定
⽜
と
い
う
。
一
体
一
益
は
法
徳
に
約
し
た
も
の

で
、
も
し
機
の
側
に
約
せ
ば
、
彼
此
二
土
の
凡
聖
迷
悟
の
差
別
が
あ
る
か
ら
二

益
で
あ
る
。
こ
の
二
益
は
無
二
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
に
続
き
善
意
は
、

若
し
更
に
文
証
を
求
め
れ
ば
、
数
多
く
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
今
且
く
二
三

子
を
為
し
て
、
そ
の
一
二
を
出
だ
す
。

中
に
就
ひ
て
第
十
八
願
、
こ
れ
そ
の
本
源
な
る
が
故
に
、
若
し
及
ぼ
せ
ば

こ
の
一
証
を
信
得
す
。
そ
の
余
の
支
流
の
文
理
弁
を
俟
つ
べ
か
ら
ず
。
必

ず
そ
れ
百
諾
な
り
。

今
先
に
願
文
を
挙
げ
、
以
て
今
文
を
解
す
。
理
を
し
て
白
日
の
如
か
ら
し

む
。
以
て
疑
雲
を
消
除
す
。
願
文
に
曰
く
、⽛
至
心
信
楽
［
乃
至
］
若
不

生
者
⽜［
云
云
］。
こ
の
中
⽛
若
不
生
者
⽜
の
一
句
、
特
に
今
の
深
義
を
含

摂
す
。
何
と
な
れ
ば
、
高
祖
こ
の
生
子
に
於
て
、
不
体
失
往
生
を
発
暉
す
。

所
謂
不
体
失
往
生
と
は
即
ち
こ
れ
現
生
正
定
聚
、
然
る
に
こ
の
生
、
機
辺

に
約
し
て
則
ち
生
ず
。
故
に
⽝
論
註
⽞
に
言
く
、⽛
生
と
言
ふ
は
得
生
の

者
の
情
な
る
の
み
。⽜
と
。
法
徳
に
約
せ
ば
則
ち
無
生
な
り
。
故
に
⽝
論

註
⽞
に
⽛
生
即
無
生
⽜
と
言
ふ
［
無
生
即
ち
こ
れ
滅
度
］。
応
に
知
る
べ

し
。
機
に
約
せ
ば
則
ち
無
生
［
滅
度
］
即
生
［
正
定
］、
法
に
約
せ
ば
則

ち
生
即
無
生
な
り
。
こ
の
二
無
二
の
故
に
機
法
一
体
と
言
ひ
、
正
定
滅
度

一
益
と
言
ふ
。
こ
の
一
益
現
生
に
在
り
て
則
ち
滅
度
、
正
定
に
通
ず
。
当

来
に
約
せ
ば
則
ち
正
定
、
滅
度
に
通
ず
［
鸞
師
必
定
を
以
て
彼
土
の
益
と

為
す
は
こ
れ
な
り
］。
故
に
⽛
因
果
相
即
⽜
と
言
ふ
。
通
現
生
と
曰
ふ
と

雖
も
、
其
相
未
だ
顕
現
せ
ず
。
其
人
亦
た
不
知
不
覚
な
り
。
故
に
密
益
と

言
ふ
。
当
来
に
至
て
、
其
相
方
に
顕
現
し
、
そ
の
人
亦
た
始
証
悟
な
り
。

故
に
理
実
当
来
の
益
と
言
ふ
。⽝
折
衝
⽞
の
義
、
願
文
に
合
す
。
解
略
是

く
の
如
し㉔
。

と
、⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
が
機
法
一
体
で
あ
る
こ
と
の
文
証
と
し
て
、⽝
大
経
⽞
第

十
八
願
文
⽛
設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
生
我
国
、
乃
至
十
念
。

若
不
生
者
、
不
取
正
覚
。
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
。（
設
ひ
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
至
心
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
ひ
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
。

若
し
生
ぜ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
唯
だ
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
ば
除
く㉕
。）⽜
を
挙

げ
る
。

こ
の
中
の
⽛
若
不
生
者
⽜
の
文
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
こ
の
部
分
の
⽛
生
⽜
の

字
に
よ
っ
て
⽛
不
体
失
往
生
⽜
の
義
を
発
揮
し
た
と
し
、
こ
れ
は
現
生
正
定
聚

で
あ
る
と
す
る
。⽛
生
（
往
生
す
る
）⽜
と
は
、
機
の
側
で
の
話
で
、
法
の
側
で

は
⽛
無
生
⽜
で
あ
る
と
す
る
。⽝
論
註
⽞⽛
生
即
無
生
⽜
は
、⽛
生
⽜
は
正
定
、

⽛
無
生
⽜
は
滅
度
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
二
つ
に
し
て
無
二
で
あ
る
た
め
、

一
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機
法
一
体
と
言
い
、
正
定
滅
度
一
益
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
一
益
に
つ
い
て
、

現
生
に
約
せ
ば
、
滅
度
は
正
定
聚
に
通
じ
、
当
来
に
約
せ
ば
、
正
定
聚
は
滅
度

に
通
じ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
⽛
因
果
相
即
⽜
と
言
う
の
で
あ
る
と
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
滅
度
が
現
生
に
通
じ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
機
の
相
と
し
て
顕

現
せ
ず
、
不
知
不
覚
で
あ
る
た
め
⽛
密
益
⽜
で
あ
り
、
当
来
に
至
っ
て
初
め
て

顕
現
す
る
。
そ
の
た
め
⽝
折
衝
篇
⽞
で
の
⽛
理
実
生
後
の
益
⽜
と
第
十
八
願
文

は
合
致
す
る
と
述
べ
る
。

当
に
祖
意
に
契
ひ
、
符
節
合
す
る
が
如
し
。
彼
、
祖
意
を
得
る
こ
と
能
わ

ず
。
却
て
霖
師
を
謂
ひ
て
邪
義
と
為
す
は
、
即
ち
是
れ
高
祖
を
謂
ひ
て
邪

義
と
為
す
も
の
な
り
。
怖
る
べ
し
悲
し
む
べ
き
か
な
。
豈
に
浅
智
に
非
ざ

れ
ば
何
。

然
れ
ば
則
ち
祖
意
を
以
て
之
れ
を
見
れ
ば
、
正
定
及
び
滅
度
を
合
し
て
一

益
と
為
す
。
こ
の
必
定
の
言
は
因
果
相
即
の
益
な
り
。
現
益
に
通
ず
と
雖

も
密
益
な
り
。⽛
理
実
生
後
の
益
［⽝
折
衝
⽞
文
］⽜
と
は
、
其
源
第
十
八

願
に
出
ず
。
高
祖
の
発
暉
し
た
ま
ふ
所
、
故
に
其
支
流
諸
文
に
散
在
し
て

巨
億
万
な
り
。
今
且
く
五
三
を
挙
げ
之
れ
を
示
さ
ん㉖
。

以
上
の
こ
と
か
ら
親
鸞
の
発
揮
と
合
致
す
る
⽝
折
衝
篇
⽞
を
邪
義
と
す
れ
ば
、

親
鸞
を
邪
義
と
す
る
こ
と
に
な
る
と
智
暹
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う

な
正
定
聚
と
滅
度
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
文
証
は
、
数
多
く
散
在
し
て
い
る

と
す
る
。

こ
れ
以
降
は
、
機
法
一
体
、
正
定
聚
と
滅
度
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
論
拠

と
し
て
、
多
数
の
引
用
文
が
列
挙
さ
れ
る
。
表
に
し
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ

る
。こ

の
表
は
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
で
引
用
さ
れ
る
文
献
を
順
番
に
並
べ
た

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
〇
九

第
一
段

⑴
⽝
折
衝
篇
⽞

第
二
段

⑵
⽝
無
量
寿
経
⽞

⑶
⽝
往
生
論
註
⽞

⑷
⽝
往
生
論
註
⽞

⑸
⽝
無
量
寿
経
⽞

⑹
⽝
観
無
量
寿
経
⽞

⑺
⽝
阿
弥
陀
経
⽞

⑻
⽝
浄
土
論
⽞

⑼
⽝
尊
号
真
像
銘
文
⽞

⑽
⽝
一
念
多
念
文
意
⽞

⑾
⽝
観
経
疏
⽞

⑿
⽛
正
信
念
仏
偈
⽜

⒀
⽛
正
信
念
仏
偈
⽜

⒁
⽝
文
軌
⽞

⒂
⽝
浄
土
文
類
聚
鈔
⽞

⒃
⽝
入
出
二
門
偈
頌
⽞

⒄
⽝
高
僧
和
讃
⽞

⒅
⽝
高
僧
和
讃
⽞

⒆
⽝
文
軌
⽞

⒇
⽝
高
僧
和
讃
⽞

⚦
⽝
高
僧
和
讃
⽞

⚧
⽝
高
僧
和
讃
⽞

⚨
⽝
正
像
末
和
讃
⽞

⚩
⽝
御
文
章
⽞

⚪
⽝
御
文
章
⽞

⚫
⽝
開
首
⽞

⚬
⽝
開
首
⽞

⚭
⽝
文
軌
⽞

⚮
⽝
文
軌
⽞

⚯
⽝
文
軌
⽞

⚰
⽝
文
軌
⽞

⚱
⽝
文
軌
⽞

⚲
⽝
五
会
法
事
讃
⽞

⚳
⽝
阿
弥
陀
経
要
解
⽞

⚴
⽝
末
灯
鈔
⽞

⚵
⽝
入
出
二
門
偈
頌
⽞

⚶
⽝
観
無
量
寿
経
⽞

⚷
⽝
観
無
量
寿
経
⽞

第
三
段

⚸
⽝
開
首
⽞

⚹
⽝
文
軌
⽞

⚺

出
拠
不
明

⚻
⽝
愚
禿
鈔
⽞（
取
意
）

⚼
⽝
教
行
証
文
類
⽞

⚽
⽝
開
首
⽞

⚾
⽝
観
経
疏
妙
宗
鈔
⽞



も
の
で
あ
る㉗
。
⑸
～
⚷
が
、
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
。

第
二
段
の
中
で
は
、
⚱
と
⚲
の
引
用
の
間
に
智
暹
の
学
解
に
対
し
て
批
判
が

な
さ
れ
る
。
善
意
は
、
法
霖
を
批
判
す
れ
ば
、
仏
祖
を
批
判
す
る
こ
と
に
な
り
、

智
暹
の
師
で
あ
る
若
霖
を
批
判
す
る
こ
と
に
も
᷷
が
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま

た
、
真
宗
に
お
い
て
⽛
機
法
一
体
⽜
と
は
、
万
人
が
理
解
し
て
い
る
も
の
で
、

智
暹
自
身
も
理
解
し
て
い
る
。⽝
折
衝
篇
⽞
を
批
判
す
る
な
ら
ば
、⽛
機
法
一

体
⽜
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
智
暹
を
学
者
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

続
い
て
第
三
段
で
は
、⽝
折
衝
篇
⽞
で
の
法
霖
の
意
図
に
つ
い
て
善
意
が
述

べ
る
箇
所
で
あ
る
。

要
門
尚
ほ
能
所
相
即
す
。
況
や
弘
願
に
三
縁
有
る
も
の
を
や
。
故
に
彼
の

要
門
に
在
り
て
説
く
と
雖
も
、
其
実
は
弘
願
の
益
［
別
記
の
如
し
］
を
顕

す
。
若
し
其
れ
此
土
に
在
り
て
滅
度
の
益
を
顕
現
す
と
謂
は
ば
、
即
ち
是

れ
一
益
秘
事
の
邪
計
な
る
こ
と
勿
論
な
り
。⽝
折
衝
⽞
の
文
、
既
に
⽛
密

益
⽜
と
云
ひ
、
又
⽛
理
実
生
後
の
益
⽜
と
云
ふ
。
敵
者
何
ぞ
混
同
し
て
一

益
の
邪
義
と
謂
ふ
や
。
蓋
し
是
れ
敵
者
未
だ
一
益
の
邪
義
の
所
立
を
解
さ

ざ
る
も
の
か
。

夫
れ
ẃ
祖
問
答
し
て
［
此
問
答
全
く
⽝
六
要
抄
⽞
に
拠
る
］
二
益
と
為
す

は
、
此
一
益
の
邪
計
の
上
慢
を
遮
す
が
故
に
機
に
約
し
て
二
益
と
為
す
。

霖
師
他
に
対
す
る
が
故
に
、
法
の
高
妙
を
為
す
。
故
に
法
に
約
し
て
一
益

と
言
ふ
。
所
謂
、
遮
情
表
徳
の
二
門
、
若
し
偏
執
則
ち
必
ず
正
理
に
違
す
。

敵
者
唯
だ
機
辺
に
し
て
二
を
知
り
て
、
法
徳
の
不
二
を
知
ら
ず
。
正
理
に

違
す
る
こ
と
知
る
べ
し㉘
。

現
生
に
お
い
て
滅
度
の
益
が
機
の
上
に
顕
現
す
る
と
言
う
な
ら
ば
一
益
法
門

の
邪
義
と
な
る
が
、⽝
折
衝
篇
⽞
で
は
⽛
密
益
⽜、⽛
理
実
生
後
益
⽜
と
述
べ
て

お
り
、
一
益
法
門
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
れ
で
は
何
故
、
智
暹
が
⽝
折
衝
篇
⽞

を
一
益
法
門
と
批
判
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
智
暹
が
一
益
法
門
が
何
か
を
理
解

し
て
い
な
い
為
だ
と
す
る
。
ẃ
如
が
⽝
御
文
章
⽞
の
中
で
、
二
益
と
す
る
の
は
、

一
益
法
門
に
陥
っ
た
者
の
上
慢
を
防
ぐ
た
め
、
機
の
側
に
寄
せ
て
二
益
と
し
て

い
る
と
す
る
。
即
ち
法
霖
は
、
他
宗
と
の
論
争
に
対
す
る
た
め
に
、
法
の
側
に

寄
せ
て
一
益
で
あ
る
と
⽝
折
衝
篇
⽞
で
述
べ
て
い
る
。
智
暹
は
機
に
寄
せ
た
二

益
の
み
知
っ
て
、
法
の
側
で
は
不
二
と
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
と

す
る
。

次
に
問
答
が
立
て
ら
れ
る
。

問
ふ
て
曰
く
、
円
融
相
即
は
是
れ
正
く
聖
道
一
乗
の
教
、
則
ち
［
吾
］
浄

土
門
は
指
方
立
相
、
厭
穢
欣
浄
、
取
捨
を
以
て
其
門
と
為
す
な
り
。
然
る

に
霖
師
の
著
述
盛
に
融
即
を
談
ず
る
は
、
豈
に
宗
教
に
違
さ
ず
や
。
聞
説

敵
者
亦
た
此
疑
ひ
有
り
［
云
云
］、
如
何
。

答
ふ
。
先
に
［
渓
］
師
既
に
問
答
し
、
此
疑
難
を
暁
諭
す㉙
。

⽛
円
融
相
即
⽜
と
は
聖
道
門
一
乗
教
の
も
の
で
、
浄
土
門
で
あ
る
真
宗
は
指
方

立
相
、
厭
穢
欣
浄
、
取
捨
の
教
え
で
あ
る
。
法
霖
が
盛
ん
に
⽛
円
融
相
即
⽜
を

語
る
こ
と
は
、
真
宗
の
教
え
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
若
霖
が
既
に
問
答
を
立
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

そ
の
後
⚸
⽝
開
首
⽞・
⚹
⽝
文
軌㉚
⽞
を
引
く
。

そ
の
後
、

一
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宜
な
る
か
な
。
夫
れ
円
融
相
即
は
一
乗
家
の
常
談
、
若
し
此
義
無
け
れ
ば
、

何
ぞ
以
て
円
頓
一
乗
と
称
す
る
や
。
然
れ
ば
此
猶
ほ
権
実
有
り
。
他
の
聖

道
一
乗
は
権
に
し
て
実
に
非
ざ
る
が
故
に
真
一
乗
に
非
ず
。
故
に
⽛
有
教

無
証
⽜
と
云
ふ
。
唯
だ
弘
願
一
乗
有
り
、
是
れ
真
の
故
に
⽛
円
中
之
円
頓

中
之
頓
等
⽜
と
云
ふ
。
或
は
⽛
唯
［
著
眼
］
是
誓
願
一
仏
乗
⽜
と
言
ふ
。

渓
師
は
言
ふ
、⽛
独
［
著
眼
］
り
今
宗
に
在
り
⽜。
若
し
強
ひ
て
融
即
の
義

無
し
と
謂
は
ば
、
則
ち
有
名
無
実
の
高
祖
の
放
言
と
謂
ふ
べ
き
や
。
夫
れ

指
方
立
相
、
厭
欣
取
捨
の
談
、
是
れ
其
初
め
、
入
門
は
取
捨
を
以
て
無
取

捨
に
入
る
。
台
宗
の
若
き
は
、
丈
を
去
り
て
尺
に
就
き
、
尺
を
去
り
て
寸

に
就
く
、
此
取
捨
を
以
て
不
可
思
議
の
境
、
無
取
捨
に
入
る
。
故
に
四
明

曰
く
、⽛
取
捨
の
極
、
無
取
捨
と
異
轍
非
ず
⽜［
云
云
］。
問
者
謂
ふ
所
の

敵
者
亦
た
此
疑
ひ
有
れ
ば
、［
予
］
甚
だ
不
審
な
り
。
彼
既
に
⽝
流
情
⽞・

⽝
樹
心
⽞
等
の
作
有
り
、
何
ぞ
祖
釈
を
顧
み
ざ
る
や
。
且
つ
先
［
渓
］
師

を
彼
自
ら
師
と
称
し
尊
信
す
。
豈
に
師
説
を
知
ら
ざ
る
や
。
止
々
不
須
説
、

上
来
略
し
て
⽝
折
衝
⽞
の
文
を
会
せ
ば
是
く
の
如
し
。
更
に
文
を
入
れ
弁

ず
る
こ
と
左
の
如
し㉛
。

と
、
円
融
相
即
は
一
乗
家
の
常
談
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
権
実
が
あ
る
と
す
る
。

聖
道
門
の
一
乗
は
権
で
あ
り
、
弘
願
一
乗
の
み
が
実
で
る
と
す
る
。
そ
う
で
あ

る
か
ら
、
若
霖
は
⽛
頓
契
全
顕
の
実
は
顧
み
て
独
り
今
宗
に
在
り㉜
⽜
と
述
べ
た

と
し
、
円
融
相
即
の
義
が
真
宗
に
な
い
と
す
れ
ば
、
親
鸞
の
⽛
本
願
一
乗
、
頓

極
・
頓
速
・
円
融
・
円
満
之
教
者
、
絶
対
不
二
之
教
、
一
実
真
如
之
道
也
、
応

知
。
専
中
之
専
、
頓
中
之
頓
、
真
中
之
真
円
中
之
円㉝
。⽜・⽛
一
乗
者
即
第
一
義

乗
。
唯
是
誓
願
一
仏
乗
也㉞
⽜
の
文
は
有
名
無
実
の
放
言
に
な
る
と
す
る
。
智
暹

は
何
故
親
鸞
の
釈
を
顧
み
ず
、
師
と
仰
ぐ
若
霖
の
説
を
知
ら
な
い
の
か
と
述
べ

る
。こ

こ
ま
で
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
の
構
成
と
内
容
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
献
の
引
用
回
数
を
グ
ラ
フ
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
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二
十
四
の
文
献
の
中
で
最
も
引
用
回
数
が
多
い
の
が
、⽝
文
軌
⽞
と
⽝
開
首
⽞

の
十
二
回
で
あ
る
。
次
点
で
多
い
⽝
高
僧
和
讃
⽞
が
五
回
で
あ
る
こ
と
か
ら

⽝
文
軌
⽞
の
引
用
数
は
際
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
若
霖
の
⽝
文
軌
⽞
が
引
用
さ
れ
る
点
に
筆
者
は
注
目
し
た
い
。
善
意
は
、

⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
が
⽛
機
法
一
体
⽜
で
あ
る
こ
と
の
文
証
を
様
々
に
挙
げ
る
が
、

殊
⽝
文
軌
⽞
を
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、⽛
敵
者
尊
信
す
る
所
の
⽝
文
軌
⽞

に
釈
し
て
言
く
⽜、⽛
又
更
に
敵
者
尊
信
す
る
所
の
渓
師
の
説
を
挙
げ
之
を
証

す
。⽜
等
と
述
べ
て
、
智
暹
が
師
と
し
て
仰
ぐ
、
若
霖
の
所
説
を
以
て
批
判
し

て
い
る
。⽝
文
軌
⽞
の
引
用
は
、
引
用
回
数
や
引
用
に
当
た
っ
て
の
善
意
の
言

葉
か
ら
特
別
の
意
味
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

三
、⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
に
つ
い
て

⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
で
は
⽝
文
軌
⽞
が
最
も
引
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

⽝
文
軌
⽞
と
は
ど
の
よ
う
な
文
献
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

著
者
で
あ
る
若
霖
の
概
略
を
以
下
に
示
す㉟
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
武

蔵
国
金
沢
（
現
在
の
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
）
の
超
生
寺
（
長
生
寺
）
に
生
ま

れ
る
。
第
二
代
能
化
知
空
（
一
六
三
四
ᴷ
一
七
一
八
）
の
門
人
と
し
て
宗
乗
を

学
ぶ
も
、⽝
維
摩
経
⽞
の
解
釈
の
相
違
か
ら
破
門
と
な
る㊱
。
享
保
二
年
（
一
七

一
七
）
に
知
空
よ
り
破
門
を
解
か
れ
、
正
崇
寺
住
職
と
な
る
。
翌
年
知
空
が
没

す
る
と
四
四
歳
で
三
代
能
化
と
な
る
。
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
に
六
一
歳

で
没
す
る
。

⽝
文
軌
⽞
は
⽛
正
信
偈
⽜
の
註
釈
書
と
し
て
、
月
筌
（
一
六
七
一
ᴷ
一
七
二

九
）⽝
正
信
念
仏
偈
勦
説
⽞
と
並
び
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。⽝
文
軌
⽞
は
享
保

一
九
年
（
一
七
三
四
）、
若
霖
六
〇
歳
の
時
の
著
作
で
、
こ
の
翌
年
の
安
居
で

若
霖
自
身
が
⽝
文
軌
⽞
を
講
じ
て
い
る
。

次
に
⽝
文
軌
⽞
の
構
成
で
あ
る
が
、
五
部
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

⽝
正
信
念
仏
偈
開
首
⽞
…
序
講
部
分
で
、⽛
偈
前
の
文
⽜
の
註
釈
を
す
る
部

分
で
あ
る
。
若
霖
は
こ
こ
で
⽛
正
信
偈
⽜
の
制

作
意
図
は
自
信
教
人
信
の
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
旁
通
⽞
…
要
旨
の
役
割
を
果
た
す
部
分
で
あ
る
。

⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
巻
上
…
⽛
帰
命
無
量
寿
如
来
⽜
か
ら
⽛
雲
霧
之
下
明
無

闇
⽜
の
句
に
註
釈
を
施
し
て
い
る
。

⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
巻
中
…
⽛
獲
信
見
敬
大
慶
喜
⽜
か
ら
⽛
入
生
死
薗
示
応

化
⽜
の
句
に
註
釈
を
施
し
て
い
る
。

⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
巻
下
…
⽛
本
師
曇
鸞
梁
天
子
⽜
か
ら
⽛
唯
可
信
斯
高
僧

説
⽜
の
句
に
註
釈
を
施
し
て
い
る
。

で
は
、⽝
文
軌
⽞
は
真
宗
教
学
史
の
上
に
お
い
て
は
、
ど
の
様
に
位
置
付
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
田
慧
雲
（
一
八
五
七
ᴷ
一
九
三
〇
）
は
⽛
正
信
偈

文
軌
の
如
き
は
、
学
力
富
贍
、
文
辞
亦
爛
然
と
し
て
観
る
べ
し㊲
⽜、⽛
比
書
か
ら

し
て
、
真
宗
の
宗
学
が
立
派
に
理
論
的
に
研
究
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る㊳
⽜
と
述
べ
、
真
宗
に
お
け
る
宗
学
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
若
霖
の
⽝
文

軌
⽞
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
普
賢
大
圓
（
一
九
〇
三
ᴷ
一
九
七
五
）
は
、
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草
創
期
で
あ
っ
た
宗
学
は
、
や
や
も
す
れ
ば
聖
浄
二
門
混
乱
の
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
若
霖
は
真
宗
独
自
の
立
場
を
明
確
に
し
、
そ
の
方
向
性
と
態
度
を
定
め
た

と
し
て
い
る㊴
。⽝
文
軌
⽞
の
真
宗
教
学
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
真
宗
教

学
独
立
の
嚆
矢
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
、⽝
正
信
念
仏
偈
文
軌
⽞
引
用
文
か
ら
見
え
る
も
の

そ
れ
で
は
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
の
⽝
文
軌
⽞
引
用
か
ら
何
が
見
え
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
長
く
な
る
が
引
用
さ
れ
る
⽝
文
軌
⽞
の
文
を
示
し

て
い
く
。

⒁
⽝
文
軌
⽞
巻
中

同
偈
又
云
く
、⽛
帰
入
功
徳
大
宝
海
必
獲
入
大
会
衆
数
⽜［
文
］。
敵
者

尊
信
す
る
所
の
⽝
文
軌
⽞
に
釈
し
て
言
く
、⽛
凡
聖
逆
謗
の
人
論
主
と

同
一
心
に
無
碍
光
仏
に
帰
命
す
。
即
ち
功
徳
大
宝
海
に
入
る
な
り
。

［
乃
至
］
一
心
を
以
て
帰
入
則
ち
能
入
所
入
冥
合
不
二
の
故
に
、
此
功

徳
能
く
信
ず
る
者
の
心
中
に
満
足
す
と
曰
ふ
な
り
⽜［
文
］。
文
の
中
の

⽛
能
入
⽜
と
は
正
定
の
機
、⽛
所
入
⽜
と
は
滅
度
の
法
、⽛
冥
合
不
二
⽜

と
は
合
し
て
一
益
と
為
す
密
益
な
り
。
又
⽛
此
功
徳
⽜
と
は
滅
度
の
法
、

⽛
能
く
信
ず
る
⽜
と
は
正
定
の
機
、⽛
満
足
⽜
と
は
二
益
合
し
て
一
益
と

為
す
な
り㊵
。

⒁
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
中
に
お
い
て
、⽛
天
親
章
⽜⽛
帰
入
功
徳
大
宝

海

必
獲
入
大
会
衆
数
⽜
を
釈
し
た
箇
所
で
あ
る㊶
。
こ
こ
で
は
、⽛
能
入
⽜

の
語
が
正
定
聚
の
機
で
あ
り
、⽛
所
入
⽜
の
語
が
滅
度
の
法
で
あ
る
と
し
、

⽛
冥
合
不
二
⽜
と
は
、
前
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
ま
た
、⽛
此
功
徳
⽜
の
語
が
滅
度
の
法
で
、⽛
能
く
信
ず
る
⽜
の
語
が

正
定
聚
の
機
で
あ
り
、⽛
満
足
⽜
の
語
が
二
益
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⒆
⽝
文
軌
⽞
巻
下

問
ふ
。
此
⽝
讃
⽞
の
意
、
上
の
句
は
現
生
、
下
の
句
は
当
来
、
二
土
二

益
に
応
ず
。
恐
ら
く
一
益
の
証
に
成
る
べ
か
ら
ず
や
。
答
ふ
。
然
ら
ず
。

故
に
⽝
文
軌
⽞
に
偈
文
⽛
証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
に
釈
し
て
云
く
、⽛
若

し
此
文
を
以
て
当
益
と
為
す
則
ち
下
の
句
層
出
を
成
ず
［
乃
至
］
一
心

帰
命
の
人
、
余
報
生
死
に
処
す
と
雖
も
、
已
に
無
碍
の
心
光
中
に
在
り
、

融
即
の
故
に
⽛
即
涅
槃
⽜
と
云
ふ
⽜［
文
］。⽛
帰
命
の
人
、
猶
ほ
生
死

に
処
す
⽜
と
は
正
定
、⽛
無
碍
の
心
光
⽜
は
是
れ
滅
度
な
り
。⽛
融
即
⽜

と
は
合
し
て
一
益
と
為
す
。
因
果
相
即
、
霖
師
の
解
と
毫
未
も
異
な
る

こ
と
無
し
。
見
る
べ
し㊷
。

⒆
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
下
に
お
い
て
、⽛
曇
鸞
章
⽜⽛
惑
染
凡
夫
信
心

発

証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
を
釈
し
た
箇
所
で
あ
る㊸
。
こ
こ
で
は
、
二
首
の

⽝
高
僧
和
讃
⽞
が
一
益
の
証
拠
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
問
い
へ
の
答
え
と
し

て
出
る
。⽛
一
心
帰
命
の
人
、
余
報
生
死
に
処
す
⽜
が
正
定
聚
の
機
を
指
し
、

⽛
無
碍
の
心
光
⽜
が
滅
度
の
法
を
指
す
と
し
、⽛
融
即
⽜
が
合
わ
せ
て
一
益
と

す
る
も
の
だ
と
す
る
。

⚫
⽝
開
首
⽞

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
一
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又
更
に
敵
者
尊
信
す
る
所
の
渓
師
の
説
を
挙
げ
之
を
証
す
。⽝
正
信
偈

旁
通
⽞
に
云
く
、⽛
此
願
心
果
智
を
し
て
衆
生
の
心
中
に
冥
発
せ
し
む

る
が
故
に
、
衆
生
の
所
発
即
ち
弥
陀
の
心
智
な
り
⽜［
文
］。⽛
衆
生
の

心
中
⽜
は
正
定
聚
の
機
、⽛
弥
陀
の
心
智
⽜
は
滅
度
の
法
、⽛
冥
発
⽜
は

密
益
を
顕
す
。
乃
ち
是
れ
一
念
帰
命
の
心
中
［
正
定
］、
仏
心
果
智

［
滅
度
］
密
に
通
ず
こ
と
を
顕
す
。
豈
に
二
益
を
合
し
て
一
益
と
為
す

に
非
ず
や㊹
。

⚫
で
あ
る
が
、⽝
開
首
⽞
に
お
い
て
真
実
信
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
で
あ

る㊺
。
こ
こ
で
は
、⽛
衆
生
の
心
中
⽜
が
正
定
聚
の
機
を
指
し
、⽛
弥
陀
の
心

智
⽜
が
滅
度
の
法
を
指
す
と
し
、⽛
冥
発
⽜
が
現
生
に
お
け
る
密
益
で
あ
る

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
一
念
帰
命
の
心
中
（
正
定
聚
）
に
は
、
仏
心

や
果
智
（
滅
度
）
に
密
か
に
通
じ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、
二
益
を

合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

⚬
⽝
開
首
⽞

又
云
く
、⽛
機
法
冥
合
す
れ
ば
即
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
［
乃
至
］
真

因
已
に
成
れ
ば
諸
仏
如
々
の
境
に
住
し
、
如
来
の
為
に
、
摂
持
せ
る
所

如
来
と
等
し
き
故
に
一
実
真
如
な
り
⽜［
文
］。⽛
真
因
已
に
成
れ
ば
⽜

は
正
定
、⽛
諸
仏
如
々
の
境
に
住
し
⽜
は
滅
度
な
り
。
現
在
に
在
り
て

此
益
を
得
れ
ば
、
即
ち
是
れ
滅
度
、
密
に
正
定
に
通
じ
一
益
と
為
る
も

の
な
り
。
故
に
⽛
機
法
冥
合
⽜
と
言
ふ
な
り㊻
。

⚬
で
あ
る
が
、⽝
開
首
⽞
に
お
い
て
、
所
謂
⽛
偈
前
の
文
⽜
と
呼
ば
れ
る

文
の
⽛
其
機
⽜
に
つ
い
て
釈
し
た
箇
所
で
あ
る㊼
。
こ
こ
で
は
、⽛
真
因
已
に

成
れ
ば
⽜
が
正
定
聚
の
機
を
指
し
、⽛
諸
仏
如
々
の
境
に
住
し
⽜
が
滅
度
の

法
で
あ
る
こ
と
を
指
す
と
し
、⽛
機
法
冥
合
⽜
が
二
益
が
一
益
と
な
る
こ
と

を
指
す
と
す
る
。

⚭
⽝
文
軌
⽞
巻
上

又
⽝
文
軌
⽞
に
云
く
、⽛
一
念
も
疑
ひ
無
く
徹
到
悦
従
し
彼
尊
号
を
称

す
れ
ば
、
即
ち
不
可
思
議
光
の
妙
境
に
契
投
す
。
是
れ
南
無
不
可
思
議

光
に
帰
命
す
と
為
す
な
り
⽜［
文㊽
］。

⚭
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
上
の
⽛
帰
命
無
量
寿
如
来

南
無
不
可
思
議

光
⽜
を
釈
す
箇
所
で
あ
る㊾
。
こ
こ
で
は
、
ど
の
語
が
、
正
定
聚
の
機
、
滅
度

の
法
、
二
益
を
合
わ
せ
て
一
益
と
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
明
示
さ
れ

て
い
な
い
。
恐
ら
く
、⽛
一
念
も
疑
ひ
無
く
⽜
が
正
定
聚
の
機
、⽛
不
可
思
議

光
の
妙
境
⽜
が
滅
度
の
法
を
指
し
、⽛
契
投
⽜
が
二
益
を
合
わ
せ
て
一
益
と

す
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⚮
⽝
文
軌
⽞
巻
上

⽝
文
軌
⽞
に
又
云
く
、⽛
已
に
大
信
に
入
れ
ば
必
ず
大
行
を
具
す
。
大
行

常
に
大
信
の
中
に
在
り
て
発
現
す
⽜［
文
］、
此
亦
た
正
定
［
大
信
］
滅

度
［
大
行
］
冥
合
を
明
す
［
一
益㊿
］。

⚮
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
上
の
⽛
凡
聖
逆
謗
斉
回
入

如
衆
水
入
海
一

味
⽜
を
釈
す
箇
所
で
あ
る⠗
。
こ
こ
で
は
、⽛
大
信
⽜
が
正
定
聚
の
機
、⽛
大

行
⽜
が
滅
度
の
法
を
指
す
と
す
る
。
大
行
（
滅
度
）
は
大
信
（
正
定
聚
）
の

中
に
在
っ
て
、
発
現
す
る
た
め
冥
合
（
一
益
と
な
る
）
す
る
こ
と
を
明
か
し

た
も
の
と
す
る
。

一
一
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⚯
⽝
文
軌
⽞
巻
下

又
云
く
、⽛
一
切
智
解
を
亡
じ
、
徹
底
し
て
吾
我
を
忘
れ
［
正
定
］
仏

智
の
全
体
［
滅
度
］
を
、
納
受
［
冥
合
し
て
一
益
と
為
す
］
し
て
、
信

心
と
為
す
⽜［
文⠘
］。

⚯
で
あ
る
が
、
⚩
と
同
じ
く
⽛
凡
聖
逆
謗
斉
回
入

如
衆
水
入
海
一
味
⽜

を
釈
す
箇
所
で
あ
る⠙
。
こ
こ
で
は
、⽛
一
切
智
解
を
亡
じ
、
徹
底
し
て
吾
我

を
忘
れ
⽜
が
正
定
聚
の
機
、⽛
仏
智
の
全
体
⽜
が
滅
度
の
法
、⽛
納
受
⽜
が
一

益
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

⚰
⽝
文
軌
⽞
巻
上

又
云
く
、⽛
仏
の
至
心
［
滅
度
］
を
以
て
衆
生
の
心
［
正
定
］
に
入
り

［
冥
合
一
益
］、
中
に
於
て
無
明
を
破
し
て
智
恵
と
為
す
。
衆
生
の
心
、

能
［
滅
度
］
所
［
正
定
］
冥
泯
［
為
一
益
］
し
て
二
相
を
見
ず
［
不

二
］。
之
を
真
実
信
心
と
謂
ふ
［
約
現
生⠚
］⽜。

⚰
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
上
の
⽛
常
覆
真
実
信
心
天
⽜
を
釈
す
箇
所
で

あ
る⠛
。
こ
こ
で
は
、⽛
仏
の
至
心
⽜
が
滅
度
の
法
、⽛
衆
生
の
心
⽜
が
正
定
聚

の
機
、⽛
入
る
⽜
が
一
益
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、⽛
能
所
冥

泯
⽜
の
⽛
能
⽜
が
滅
度
、⽛
所
⽜
が
正
定
、⽛
冥
泯
⽜
が
一
益
と
な
る
こ
と
だ

と
す
る
。

⚱
⽝
文
軌
⽞
巻
中

又
⽝
小
経
⽞
を
引
き
て
云
く
、⽛⽛
若
已
生
若
今
生
若
当
生
⽜
と
。
既
に

⽛
今
発
願
欲
生
今
生
⽜
と
云
ふ
。
今
現
に
已
に
生
じ
て
彼
諸
の
上
善
人

と
俱
に
一
処
［
二
益
を
一
益
と
為
す
］
に
会
す
。
命
終
の
後
に
始
て
生

ず
と
謂
ふ
に
非
ず
［
乃
至
］
問
ふ
、
住
正
定
［
正
定
］、
入
大
会
［
滅

度
］
を
以
て
一
義
［
一
益
］
と
為
る
は
典
拠
有
り
や
。
答
ふ
。⽝
経
⽞

に
曰
く
、⽛
観
音
勢
至
為
其
勝
友
⽜。⽝
般
舟
讃
⽞
に
曰
く
、⽛
普
勧
有
縁

常
念
観
音
大
勢
為
同
学
⽜。⽝
二
門
頌
⽞
に
曰
く
、⽛
具
足
煩
悩
凡
夫
人

由
仏
願
力
獲
得
信
斯
人
即
非
凡
数
摂
⽜［
二
益
を
一
益
と
為
す
］⽜。
略

し
て
師
説
を
出
だ
せ
ば
是
く
の
如
し⠜
。

⚱
で
あ
る
が
、
⒁
と
同
じ
く
⽝
文
軌
⽞
巻
中
の
⽛
天
親
章
⽜⽛
帰
入
功
徳

大
宝
海

必
獲
入
大
会
衆
数
⽜
を
釈
す
箇
所
で
あ
る⠝
。
こ
こ
で
は
、⽛
住
正

定
聚
⽜
と
⽛
入
大
会
衆
⽜
を
同
じ
で
あ
る
（
一
義
）
と
す
る
典
拠
に
つ
い
て

の
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
⽛
住
正
定
聚
⽜
を
正
定
、⽛
入
大
会
衆
⽜
を

滅
度
、⽛
一
義
⽜
を
一
益
と
し
て
い
る
。

⚸
⽝
開
首
⽞

問
ふ
て
曰
く
、
円
融
相
即
は
是
れ
正
く
聖
道
一
乗
の
教
、
則
ち
［
吾
］

浄
土
門
は
指
方
立
相
、
厭
穢
欣
浄
、
取
捨
を
以
て
其
門
と
為
す
な
り
。

然
る
に
霖
師
の
著
述
盛
に
融
即
を
談
ず
る
は
、
豈
に
宗
教
に
違
さ
ず
や
。

聞
説
敵
者
亦
た
此
疑
ひ
有
り
［
云
云
］、
如
何
。

答
ふ
。
先
に
［
渓
］
師
既
に
問
答
し
、
此
疑
難
を
暁
諭
す
。⽝
正
信
偈

旁
通
⽞
に
云
く
、⽛
問
ふ
。
一
実
真
如
海
と
は
仏
教
の
極
趣
に
し
て
万

法
の
本
源
な
り
。
在
昔
如
来
は
四
十
余
年
調
誘
し
て
猶
ほ
嘉
会
を
失
す

る
者
有
り
。
其
難
聞
難
解
是
く
の
如
し
。
然
る
に
上
の
六
法
は
、
乃
ち

但
だ
愚
凡
を
し
て
之
に
由
ら
し
む
る
の
道
な
れ
ば
則
ち
宜
し
く
指
方
立

相
を
談
ず
べ
し
。
何
ぞ
鶏
を
割
く
に
牛
刀
を
用
い
ん
。
抑
も
亦
た
自
ら

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
一
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機
劣
り
、
教
浅
く
、
他
と
抗
し
難
き
を
知
っ
て
、
汎
く
此
名
を
説
く⠞
。

頓
契
全
顕
の
実
は
顧
み
る
に
独
り
今
宗
に
在
り
⽜［
云
云⠟
］。

⚸
で
あ
る
が
、⽝
開
首
⽞
に
お
い
て
⽛
偈
前
の
文
⽜
に
出
る
⽛
一
実
真
如

海
⽜
の
語
を
釈
す
箇
所
で
あ
る⠠
。
こ
こ
で
は
、
法
霖
が
語
る
⽛
円
融
相
即
⽜

と
は
、
聖
道
門
の
教
え
で
あ
り
、
浄
土
門
は
指
方
立
相
、
厭
穢
欣
浄
、
選
択

を
旨
と
す
る
の
で
、
真
宗
の
教
え
と
相
違
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
い
が

立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
⽝
開
首
⽞
が
引
用
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、⽛
偈
前
の
文
⽜
に
出
る
⽛
一
実
真
如
海
⽜
の
語
は
、
仏
教
の
極
致

で
あ
り
、
数
多
の
法
門
の
源
で
あ
る
。
釈
迦
如
来
は
四
十
年
に
渡
っ
て
教
化

し
た
が
、
そ
れ
で
も
理
解
で
き
な
い
者
が
い
る
と
し
、
教
え
が
聞
き
難
く
、

理
解
し
難
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
⽛
真
実
行
・
真
実
信
・
機
・

往
生
・
報
仏
・
報
土
⽜
の
六
法
が
、
凡
夫
を
帰
依
さ
せ
る
道
で
あ
る
場
合
、

指
方
立
相
を
語
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
鶏
を
割
く
の
に
牛
刀
を
用

い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
す
る
。
機
自
体
が
劣
り
、
教
え
が
浅
く
、
他
宗
と
対

抗
し
難
い
こ
と
を
知
っ
て
、
広
く
⽛
一
実
真
如
海
⽜
の
語
を
説
い
て
い
る
と

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
果
に
素
早
く
至
る
教
え
は
、
真
宗
の
み
で
あ
る

と
す
る
。

⚹
⽝
文
軌
⽞
巻
下

又
⽝
文
軌
⽞
に
⽛
証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
を
釈
し
て
云
く
、⽛
然
る
に
是

く
の
如
き
の
教
理
は
聖
道
の
極
則
な
り
。
今
偈
に
何
ぞ
取
り
て
此
に
用

ふ
る
こ
と
を
為
す
や
。
宗
致
と
相
関
は
ら
ざ
る
［
難
な
り
］
に
似
た
り
。

祖
意
を
按
ず
る
に
、
弘
願
の
宗
旨
に
し
て
方
に
是
く
の
如
き
の
不
二
法

門
を
語
る
べ
し
。
聖
道
は
即
ち
是
の
教
有
り
て
、
即
ち
是
の
証
無
し

［
乃
至
］
一
心
帰
命
無
碍
光
仏
、
猶
ほ
生
死
に
処
す
と
雖
も
、
已
に
無

碍
光
中
に
在
り
て
、
融
即
す
る
が
故
に
即
ち
涅
槃
と
云
ふ
⽜［
文⠡
］。

⚹
で
あ
る
が
、⽝
文
軌
⽞
巻
下
の
⽛
証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
を
釈
す
箇
所
で

あ
り⠢
、
⚸
に
続
け
て
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、⽛
証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
の

句
が
曇
鸞
⽝
往
生
論
註
⽞
に
出
る

道
と
は
無
碍
道
な
り
。⽝
経
⽞
に
言
は
く
、⽛
十
方
無
碍
人
、
一
道
よ
り

生
死
を
出
づ
⽜
と
。
一
道
と
は
一
無
碍
道
な
り
。
無
碍
と
は
謂
く
生
死

即
ち
こ
れ
涅
槃
と
知
る
な
り⠣
。

に
依
っ
た
も
の
だ
と
す
る
。⽛
生
死
即
涅
槃
⽜
と
い
う
よ
う
な
理
解
は
、
聖

道
門
に
お
け
る
も
の
で
、
真
宗
の
教
え
と
は
関
係
な
い
よ
う
に
見
え
る
と
す

る
。
そ
の
よ
う
な
語
を
⽛
正
信
偈
⽜
に
取
り
入
れ
た
の
は
何
故
か
と
し
、
親

鸞
の
意
図
は
、
真
宗
の
教
え
に
お
い
て
不
二
の
法
門
を
語
る
た
め
だ
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
聖
道
門
は
、
こ
の
よ
う
な
教
え
は
あ
る
が
、
証
は
な
い
か
ら
で

あ
る
と
す
る
。
一
心
に
無
碍
光
仏
に
帰
命
す
れ
ば
、
生
死
世
界
に
居
た
と
し

て
も
、
す
で
に
弥
陀
の
無
碍
光
の
中
に
在
っ
て
融
即
す
る
た
め
に
、⽛
即
涅

槃
⽜
で
あ
る
と
す
る
。

⚽
⽝
開
首
⽞

渓
師
は
言
ふ
、⽛
独
［
著
眼
］
り
今
宗
に
在
り⠤
⽜。

⚽
で
あ
る
が
、
⚸
と
同
じ
く
⽝
開
首
⽞
の
文
で
あ
る
。
仏
果
に
素
早
く
至

る
教
え
は
、
真
宗
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
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以
上
が
、⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
に
お
け
る
⽝
文
軌
⽞
の
引
用
文
で
あ
る
。

こ
の
引
用
文
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
二
点
挙
げ
た
い
。

一
点
目
に
、
何
故
善
意
は
こ
れ
程
に
⽝
文
軌
⽞
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⚦
の
引
用
に
⽛
又
更
に
敵
者
尊
信
す
る
所
の
渓
師
の
説
を
挙
げ
之
を
証
す
。⽜

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
暹
の
師
で
あ
る
若
霖
の
言
説
を
用
い
る
こ
と
で
、
智
暹

の
⽝
折
衝
篇
⽞
に
対
す
る
批
判
へ
の
応
答
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う

な
批
判
へ
の
応
答
と
し
て
師
説
で
あ
る
⽝
文
軌
⽞
の
引
用
を
行
う
こ
と
は
理
解

で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
他
の
文
献
と
比
し
て
⽝
文
軌
⽞

の
引
用
数
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
る
。

善
意
が
こ
こ
ま
で
⽝
文
軌
⽞
を
引
用
す
る
理
由
は
、
智
暹
の
⽝
折
衝
篇
⽞
へ

の
批
判
の
仕
方
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
⽛
明
和
法
論
⽜
で

は
、
智
暹
に
よ
る
法
霖
が
一
益
法
門
で
あ
る
と
の
批
判
が
論
点
の
一
つ
と
な
る

が
、
智
暹
⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞
で
の
法
霖
批
判
の
箇
所
は
、⽝
文
軌
⽞
の
序

講
の
部
分
に
あ
た
る
⽝
開
首
⽞
と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。⽝
開
首
⽞

に
は
、然

る
に
浄
土
の
学
者
、
往
生
の
他
の
円
融
即
具
の
詮
を
羨
み
て
、
我
浄
土

教
に
於
て
自
ら
隔
別
取
捨
の
麤
浅
に
似
た
る
を
鄙
恥
し
、
其
言
を
建
て
宗

を
弘
む
る
の
際
に
、
或
は
彼
義
旨
を
竊
取
し
、
或
は
彼
名
相
に
慕
擬
し
て
、

以
て
抗
衡
し
て
並
び
に
馳
せ
ん
と
欲
し
、
殊
に
超
世
の
本
願
、
独
抜
の
真

宗
、
却
つ
て
他
の
門
戸
に
傍
す
る
を
知
ら
ず
、
哀
れ
な
る
か
な
、
下
り
て

は
自
ら
彼
教
の
範
囲
に
入
り
、
企
て
及
ぼ
し
て
肩
を
斉
し
う
し
、
優
劣
な

き
こ
と
を
形
す
、
更
に
下
り
て
は
彼
偏
権
中
に
甘
処
し
て
、
以
て
其
所
を

得
る
と
為
す
、
鶏
肋
、
尊
拳
を
避
く
る
に
似
た
り
と
雖
も
、
其
実
は
我
教

を
以
て
慊
ら
ず
と
為
す
が
故
な
り
、
甚
だ
悲
し
か
ら
ず
や⠥

と
あ
る
。
智
暹
⽝
本
尊
義
⽞
を
今
一
度
示
す
と
、

近
代
当
流
の
学
者
、
他
宗
の
円
融
即
具
の
談
を
羨
み
、
解
第
一
義
を
以
て
、

如
実
修
行
相
応
と
称
し
、
是
を
以
て
、
安
心
の
極
意
と
思
ひ
、
或
は
浄
穢

不
二
因
果
不
二
を
談
じ
、
正
定
滅
度
一
益
の
義
を
以
て
宗
極
と
す
。
近
く

は
中
興
の
高
判
に
違
し
、
遠
く
は
指
方
立
相
の
宗
致
に
背
け
り
、
な
げ
か

し
き
事
に
非
ず
や
。

こ
れ
に
つ
い
て
こ
の
⽝
開
首
⽞
の
文
と
⽝
浄
土
真
宗
本
尊
義
⽞
の
文
の
共
通
点

を
見
る
に
、
智
暹
の
意
図
と
し
て
は
、
法
霖
の
師
で
も
あ
り
、
自
ら
の
師
で
も

あ
る
若
霖
の
文
を
用
い
て
批
判
す
る
こ
と
で
、
自
ら
が
若
霖
の
意
を
継
承
し
て

い
る
こ
と
を
暗
に
示
す
と
共
に
、
法
霖
が
若
霖
の
意
を
継
承
し
て
い
な
い
こ
と

を
示
す
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
智
暹
の
意
図
に
応
答
す

る
た
め
に
も
、⽝
文
軌
⽞
を
全
面
に
押
し
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
に
、
若
霖
に
は
一
益
法
門
的
な
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
で
あ
る
。⽝
仏
教
大
辞
彙
⽞
の
⽛
一
益
二
益
⽜
の
項
目
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

芳
山
の
白
糸
篇
巻
下
更
に
機
法
一
体
の
義
に
合
せ
て
説
明
し
て
（
中
略
）

此
芳
山
の
義
或
は
一
益
法
門
に
堕
す
と
し
て
、
後
世
多
く
用
ひ
ず⠦
。

先
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
善
意
の
所
説
は
、
一
益
法
門
に
堕
す
も
の
で
あ
る
と

し
て
い
る
。⽝
折
衝
篇
⽞
が
一
益
法
門
で
あ
る
と
言
う
批
判
に
対
し
て
の
応
答

で
、
却
っ
て
⽛
一
益
法
門
に
堕
す
⽜
と
評
さ
れ
る
の
は
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ
と

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て
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で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
却
っ
て
一
益
法
門
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
は

何
故
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
理
由
と
し
て
、⽝
文
軌
⽞
の
所
説
に
一
益
法
門
と
も

捉
え
ら
れ
る
思
想
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⽝
文
軌
⽞
巻
上
の
⽛
成
等
覚
証
大
涅
槃

必
至
滅
度
願
成
就
⽜
に
註
釈
を
施

す
箇
所
に
お
い
て
、
現
生
正
定
聚
に
関
す
る
問
答
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、

⽝
大
経
⽞
第
十
一
願
文
の
当
面
で
は
、
正
定
聚
は
彼
土
に
お
い
て
住
す
る
も
の

で
、
此
土
に
お
い
て
正
定
聚
に
住
す
る
と
は
、
穏
や
か
な
理
解
で
は
な
い
と
の

問
い
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

問
ふ
、
文
を
援
き
義
を
示
す
、
信
に
詳
悉
に
似
た
り
、
但
し
願
文
に
云
ふ

が
如
し
⽛
国
中
人
天
、
不
住
定
聚
、
必
至
滅
度
者
、
不
取
正
覚
⽜
と
、
此

れ
衆
生
彼
に
生
じ
て
先
づ
定
聚
に
住
し
而
し
て
滅
度
に
至
ら
し
め
ん
と
願

ず
る
な
り
、
如
何
が
之
を
解
し
て
そ
の
穏
暢
を
得
ん
や
、
答
ふ
、
願
は
多

機
を
摂
す
る
が
故
に
其
文
従
容
な
り
、
今
三
義
を
作
し
て
之
を
解
せ
ん
、

一
に
法
蔵
菩
薩
因
願
の
時
に
、
無
量
光
明
土
未
だ
成
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
其

語
且
く
局
る
に
似
た
り
（
国
中
）、
若
し
弥
陀
の
体
名
已
に
成
就
す
れ
ば
、

光
明
名
号
普
く
遍
す
、
普
得
の
処
即
ち
弥
陀
摂
化
の
境
な
り
、
之
を
国
中

と
謂
は
ん
に
何
の
妨
ぐ
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
、
又
凡
そ
信
を
獲
た
る
人
は
、

常
に
彼
仏
の
心
光
の
中
に
在
り
、
豈
に
国
中
と
言
は
ざ
ら
ん
や
、
光
明
和

尚
云
く
⽛
忻
則
浄
土
常
居
⽜
と
、
是
れ
な
り⠧
、

若
霖
は
、
現
生
正
定
聚
と
第
十
一
願
文
を
会
通
す
る
た
め
に
三
説⠨
を
出
し
て
答

え
て
い
る
。
そ
の
一
説
目
に
は
、
第
十
一
願
文
は
、
法
蔵
菩
薩
が
因
位
の
時
で

あ
り
、
無
量
光
明
土
が
成
就
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
願

文
中
の
⽛
国
中
⽜
の
語
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
が
限
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
弥
陀
の
体
名
は
成
就
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
明
名
号
は
遍
満
し
て
お
り

現
生
を
弥
陀
国
中
と
し
て
も
妨
げ
は
な
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
⽝
文
軌
⽞
の
説
は
、
大
谷
派
の
学
匠
な
ど
か
ら
一
益
法
門
に
堕

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る⠩
。⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
の
⒃

で
の
⽝
文
軌
⽞
引
用
文
な
ど
も
、
弥
陀
の
無
碍
光
中
に
あ
る
こ
と
で
⽛
生
死
即

涅
槃
⽜、
す
な
わ
ち
、
現
生
に
い
な
が
ら
即
涅
槃
で
あ
る
と
し
、
同
じ
よ
う
な

解
釈
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、
善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、⽛
正
定
滅

度
第
十
二
⽜
の
論
題
に
焦
点
を
当
て
た
。
こ
の
論
題
は
、⽛
明
和
法
論
⽜
で
問

題
と
な
っ
た
法
霖
⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
が
一
益
法
門
で
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
善
意
は
、⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
は
機
法
一
体
の
こ

と
で
あ
る
と
し
、
ま
た
⽝
折
衝
篇
⽞
の
文
は
親
鸞
の
発
揮
と
も
合
致
す
る
と
述

べ
る
。
こ
の
中
で
、
機
法
一
体
で
あ
る
文
証
と
し
て
様
々
引
用
が
な
さ
れ
る
が
、

こ
の
中
、
若
霖
⽝
文
軌
⽞
の
引
用
回
数
は
十
二
回
で
あ
り
、
次
点
で
多
い
⽝
高

僧
和
讃
⽞
が
四
回
で
あ
る
こ
と
か
ら
⽝
文
軌
⽞
の
引
用
数
は
際
立
っ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

こ
の
よ
う
な
多
数
引
用
さ
れ
る
⽝
文
軌
⽞
か
ら
、
智
暹
の
意
図
に
応
答
す
る

た
め
⽝
文
軌
⽞
を
全
面
に
押
し
出
し
た
こ
と
、
若
霖
に
は
一
益
法
門
と
も
と
れ

る
所
説
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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⽛
明
和
法
論
⽜
に
お
い
て
、
若
霖
の
存
在
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る

所
で
は
な
い
が
、⽝
文
軌
⽞
が
関
係
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

付
記

本
研
究
は
二
〇
二
四
年
度
六
角
仏
教
会
奨
学
基
金
か
ら
の
奨
学
金
を
受
け
た
も
の

で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註①
⽝
浄
土
真
宗
僧
宝
伝
⽞
巻
二
⽝
真
宗
全
書
⽞
六
六
、
四
五
二
頁
下

②
⽝
白
糸
篇
⽞
の
先
行
研
究
は
三
業
帰
命
説
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
善
意
の

三
業
帰
命
説
の
研
究
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
大
原
性
實
⽝
真
宗
願
生
論
の
展

開
⽞（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
四
年
）、
萩
生
隆
三
⽛
芳
山
の
信
願
論
⽜（⽝
顕
真

学
報
⽞
一
五
、
一
九
三
六
年
）、⽝
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史

通
史
編
⽞
上
巻

（
龍
谷
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
大
原
氏
は
善
意
の
三
業
帰
命
説
の
注

意
す
べ
き
点
と
し
て
、
発
願
・
欲
生
・
願
生
を
以
て
梵
語
の
南
無
、
漢
語
の
帰

命
、
和
語
の
た
す
け
た
ま
へ
の
意
で
あ
る
と
し
、
信
を
た
の
む
に
配
当
し
て
、

た
す
け
た
ま
へ
と
帰
命
す
れ
ば
必
ず
お
助
け
と
心
に
決
定
し
、
た
の
み
に
す
る

こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
善
意
の
学
説
と
し
て
の
特
徴
で
あ
る
と
す
る
。

た
す
け
た
ま
へ
の
願
生
・
欲
生
を
も
っ
て
弥
陀
を
た
の
む
信
仰
の
内
容
と
す
る

こ
と
は
、
智
洞
門
弟
の
正
雲
（
一
七
四
九
ᴷ
一
八
三
〇
）
な
ど
の
学
説
の
先
駆

と
す
る
。⽝
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
⽞
に
は
、
善
意
は
⽛
た
す
け
た
ま
へ
と

た
の
む
⽜
を
⽛
た
す
け
た
ま
へ
⽜
を
欲
生
、⽛
た
の
む
⽜
を
信
楽
に
配
当
す
る

こ
と
で
、⽛
た
の
む
⽜
の
信
楽
の
内
部
・
相
状
が
⽛
た
す
け
た
ま
へ
⽜
の
欲
生

と
す
る
も
の
で
、
無
帰
命
安
心
の
欠
点
を
補
う
意
図
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
信

楽
帰
命
と
欲
生
帰
命
の
調
和
を
は
か
ろ
う
と
し
た
主
張
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
以
外
で
は
、
井
上
見
淳
⽝⽛
た
す
け
た
ま
へ
⽜
の
浄
土
教
ᴷ
三
業
帰
命

説
の
源
泉
と
展
開
ᴷ
⽞（
法
藏
館
、
二
〇
二
二
年
）
と
杉
紫
朗
⽛
疑
心
往
生
説

の
考
察
（
下
）
ᴷ
了
雲
の
所
説
を
中
心
と
し
て
ᴷ
⽜（⽝
龍
谷
大
学
論
叢
⽞
二
四

四
、
一
九
二
二
年
）・⽛
親
鸞
教
徒
の
読
経
に
就
て
⽜（⽝
龍
谷
大
学
論
叢
⽞
二
四

九
、
一
九
二
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
井
上
の
研
究
で
は
、
近
世
小
児
往
生
論

の
展
開
相
の
一
つ
と
し
て
⽝
白
糸
篇
⽞
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
杉
の
研
究
で
は
、

前
者
は
江
戸
期
の
大
谷
派
了
雲
の
疑
心
往
生
説
を
取
り
上
げ
る
中
で
、
当
時
の

疑
心
往
生
説
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
と
し
て
⽝
白
糸
篇
⽞
を
取
り
上
げ
る
。
後

者
で
は
、
真
宗
先
哲
の
追
善
読
経
観
の
諸
説
の
一
つ
と
し
て
⽝
白
糸
篇
⽞
が
挙

げ
ら
れ
る
。

⽝
白
糸
篇
⽞
全
体
の
研
究
と
し
て
は
、
森
越
博
⽝
真
宗
白
糸
篇
注
解

附
善

意
伝
⽞（
桂
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
が
存
在
す
る
。
全
文
の
翻
刻
、
引
文
の
出

拠
と
校
異
を
明
ら
か
に
し
、
安
心
論
題
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

③
⽛
三
大
法
論
⽜
と
は
、⽛
承
応
鬩
牆
⽜・⽛
明
和
法
論
⽜・⽛
三
業
惑
乱
⽜
の
こ
と

を
指
す
。
近
年
で
は
、
三
浦
真
証
⽝
真
宗
教
学
の
歴
史
を
貫
く
も
の
ᴷ
江
戸
時

代
の
三
大
法
論
入
門
ᴷ
⽞（
仏
教
教
育
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、
井
上
見
淳

⽝⽛
た
す
け
た
ま
へ
⽜
の
浄
土
教
ᴷ
三
業
帰
命
説
の
源
泉
と
展
開
ᴷ
⽞
な
ど
の
書

籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

④

龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
画
像
デ
ー
タ

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。（
https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/220638

最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
六
月
二
九
日
）

⑤

越
中
真
宗
史
編
纂
会
編
⽝
越
中
先
哲
叢
書
一

芳
山
小
部
集
⽞（
越
中
真
宗

史
編
纂
会
、
一
九
三
六
年
）
並
び
に
⽝
真
宗
白
糸
篇
注
解

附
善
意
伝
⽞
を
参

照
し
た
。

⑥
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
中
、
八
丁
左
、
引
用
中
の
（

）
は
筆
者
が
付
し
た
。

⑦
⽛
尺
伸
堂
⽜
は
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
僧
鎔
（
一
七
二
三
ᴷ
一
七
八

三
）
が
創
設
し
た
⽛
空
華
廬
⽜
と
並
ん
で
当
時
の
越
中
に
お
い
て
二
大
学
派
を

形
成
し
た
。
兄
弟
子
義
教
が
第
五
代
能
化
に
就
任
し
善
意
の
名
声
も
上
が
る
に

つ
れ
、
学
林
で
の
影
響
力
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
尺
伸
堂
は
三
業

惑
乱
で
義
霜
（
生
没
年
不
詳
）
が
処
罰
さ
れ
た
時
か
ら
衰
退
し
、
そ
の
後
の
事

跡
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

⑧

元
文
年
間
（
一
七
三
六
ᴷ
一
七
四
一
）
に
は
、
日
ẃ
宗
か
ら
の
論
難
を
受
け

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
一
九



て
、
義
教
を
援
護
す
る
形
で
⽝
輪
駁
行
蔵
録
⽞
五
巻
を
著
し
て
論
破
し
、
宝
暦

十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
は
、
大
谷
派
義
応
（
生
没
年
不
詳
）
の
⽝
選
択
願
体

弁
⽞
に
対
し
て
⽝
唾
面
録
⽞
を
も
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六

八
）
に
は
、
越
後
で
発
生
し
た
大
谷
派
⽛
越
後
法
論
⽜
で
の
講
師
慧
琳
（
一
七

一
五
ᴷ
一
七
八
九
）
の
裁
定
に
対
し
、⽝
評
偽
弁
⽞
を
著
し
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
反
論
し
て
き
た
慧
琳
の
⽝
弾
評
偽
弁
⽞
に
応
え
、⽝
慧
日
霜
露

篇
⽞
を
著
し
て
い
る
。

⑨

こ
の
様
な
論
題
形
式
に
つ
い
て
前
田
慧
雲
⽝
真
宗
学
苑
談
叢
⽞
に
は
、⽛
宗

典
の
要
義
関
節
に
就
て
、
一
々
題
目
を
設
け
て
論
述
説
明
す
る
も
の
、
中
古
に

日
溪
師
の
真
宗
秘
要
鈔
、
芳
山
師
の
白
糸
編
等
あ
り
。
近
世
に
栖
城
師
の
真
宗

要
義
決
、
寛
寧
師
の
宗
要
開
関
、
善
讓
師
の
真
宗
論
要
等
あ
り
と
雖
も
、
大
概

唯
自
家
の
義
を
述
ぶ
る
に
止
ま
る
。⽜（⽝
前
田
慧
雲
全
集
⽞
三
、
四
三
八
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
古
く
は
法
霖
の
⽝
真
宗
秘
要
鈔
⽞
と
⽝
白
糸
篇
⽞
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

⑩
⽝
御
文
章
⽞⽛
三
帖
目
十
二
通
⽜⽛
当
流
の
他
力
信
心
の
ひ
と
と
ほ
り
を
す
ゝ

め
ん
と
お
も
は
ん
に
は
、
ま
づ
宿
善
・
無
宿
善
の
機
を
沙
汰
す
べ
し
。
さ
れ
ば

い
か
に
む
か
し
よ
り
当
門
徒
に
そ
の
名
を
か
け
た
る
ひ
と
な
り
と
も
、
無
宿
善

の
機
は
信
心
を
と
り
が
た
し
。
ま
こ
と
に
宿
善
開
発
の
機
は
を
の
づ
か
ら
信
を

決
定
す
べ
し
。
さ
れ
ば
無
宿
善
の
機
の
ま
へ
に
を
ひ
て
は
、
正
雑
二
行
の
沙
汰

を
す
る
と
き
は
、
か
へ
り
て
誹
謗
の
も
と
ひ
と
な
る
べ
き
な
り
。
こ
の
宿
善
・

無
宿
善
の
道
理
を
分
別
せ
ず
し
て
、
手
び
ろ
に
世
間
の
ひ
と
を
も
は
ゞ
か
ら
ず

勧
化
を
い
た
す
こ
と
、
も
て
の
ほ
か
の
当
流
の
お
き
て
に
あ
ひ
そ
む
け
り
。⽜

⽝
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
⽞
五
、
一
四
六
頁

⽛
四
帖
目
一
通
⽜⽛
当
流
の
こ
ゝ
ろ
は
、
人
を
勧
化
せ
ん
と
お
も
ふ
と
も
、
宿

善
・
無
宿
善
の
ふ
た
つ
を
分
別
せ
ず
は
い
た
づ
ら
ご
と
な
る
べ
し
。
こ
の
ゆ
へ

に
宿
善
の
有
無
の
根
機
を
あ
ひ
は
か
り
て
人
を
ば
勧
化
す
べ
し
。⽜⽝
浄
土
真
宗

聖
典
全
書
⽞（
以
下
⽝
浄
真
全
⽞
と
略
す
）
五
、
一
五
〇
頁

⑪
⽝
浄
真
全
⽞
一
、
二
五
頁

⑫

刊
本
は
こ
れ
に
加
え
て
善
意
著
作
の
⽝
弁
致
請
篇
⽞・⽝
信
願
開
合
集
⽞
な
ど

の
附
録
を
合
冊
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
刊
本
の
内
容
に
つ
い
て
筆
者
は
、
他

宗
と
の
対
外
的
な
問
題
を
扱
う
部
分
と
真
宗
教
団
内
部
の
対
内
的
な
問
題
を
扱

う
部
分
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。⽛
聖
浄
権
実
第
一
⽜

と
⽛
本
師
法
王
第
二
⽜
が
前
者
に
該
当
し
、⽛
最
初
帰
仏
第
三
⽜
か
ら
⽛
小
児

往
生
第
十
⽜
ま
で
が
後
者
に
当
た
る
。
写
本
系
統
と
は
異
な
り
、
対
外
的
論
題

が
前
に
配
置
さ
れ
、
対
内
的
論
題
が
後
に
配
置
さ
れ
る
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刊

本
系
統
は
よ
り
洗
練
さ
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

⑬
⽝
空
華
⽞
第
一
巻
第
四
号
（
越
中
真
宗
史
研
究
会
、
一
九
三
七
年
）
二
頁
下

ᴷ
三
頁
上

⑭
⽝
真
宗
白
糸
篇
注
解

附
善
意
伝
⽞
五
頁

⑮
⽝
真
宗
白
糸
篇
注
解

附
善
意
伝
⽞
七
頁

⑯

九
岐
晰
⽝
小
学
庭
訓
⽞（
思
誠
堂
、
一
八
七
八
年
）
二
頁

⑰

諸
芸
新
聞
社
⽝
諸
芸
新
聞
⽞（
一
八
八
一
年
）
一
四
、
五
丁
右

⑱

題
目
に
関
し
て
は
、
森
越
博
氏
が
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
二
月
一
六
日

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
で
行
っ
た
講
演
（⽛
越
中
の
三
業
惑
乱
と
妙
好
人
⽜）
か
ら

示
唆
を
得
た
。
森
越
氏
は
、
江
戸
期
の
小
川
保
麿
⽝
養
育
往
来
⽞
の
記
述
か
ら
か

ら
⽛
白
糸
⽜
の
語
が
初
学
者
の
物
を
覚
え
る
さ
ま
を
喩
え
た
も
の
と
示
唆
し
た
。

⑲

概
略
を
示
す
に
当
た
り
、⽝
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史

通
史
編
⽞
上
（
龍

谷
大
学
、
一
九
八
七
年
）、⽝
増
補
改
訂

本
願
寺
史
⽞
二
（
本
願
寺
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
）
を
参
照
し
た
。

⑳
⽝
真
宗
全
書
⽞
五
〇
、
一
五
二
頁

㉑
⽝
真
宗
全
書
⽞
六
〇
、
一
一
頁

㉒
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
三
丁

㉓
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
三
丁
左
ᴷ
二
四
丁
右

㉔
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
四
丁

㉕
⽝
浄
真
全
⽞
一
、
二
五
頁

㉖
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
四
丁
左

㉗

以
下
が
⑸
～
⚷
で
論
拠
と
し
て
示
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
。

⑸
⽝
大
経
⽞
に
曰
く
、⽛
乃
至
一
念
当
知
此
人
為
得
大
利
則
是
具
足
無
上
功

一
二
〇



徳
⽜［
文
］。⽛
乃
至
一
念
当
知
此
人
⽜
と
は
、
是
れ
現
生
正
定
な
り
。⽛
大
利
無

上
功
徳
⽜
と
は
、
是
れ
仏
果
、
滅
度
の
徳
な
り
。⽛
為
得
具
足
⽜
と
は
、
是
れ

一
益
と
為
す
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
四
丁
左
ᴷ
二
五
丁
右
）

⑹
⽝
観
経
⽞
に
曰
く
、⽛
知
此
人
是
人
中
芬
陀
利
花
⽜［
文
］。⽛
此
人
⽜
と
は
、

即
ち
正
定
聚
な
り
。⽛
芬
陀
利
花
⽜
と
は
即
ち
滅
度
の
果
徳
な
り
。
現
生
に
し

て
其
徳
を
得
る
は
、
豈
に
滅
度
［
芬
陀
利
花
］、
正
定
［
現
生
］
に
通
じ
、
一

益
と
為
さ
ざ
る
や
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
右
）

⑺
⽝
小
経
⽞
に
曰
く
、⽛
是
諸
人
等
皆
得
不
退
転
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
⽜

［
文
］。⽛
諸
人
⽜
と
は
、
是
れ
正
定
な
り
。⽛
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
⽜
と
は
滅

度
な
り
。
現
生
に
在
り
て
退
転
せ
ず
と
は
、
是
れ
合
し
て
一
益
と
為
し
て
密
に

得
る
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
右
）

⑻
⽝
論
⽞
に
曰
く
、⽛
遇
無
空
過
者
能
令
速
満
足
功
徳
大
宝
海
⽜［
文
］。⽛
遇

無
空
過
⽜
と
は
現
生
正
定
な
り
。⽛
功
徳
大
宝
海
⽜
と
は
、
即
ち
滅
度
な
り
。

⽛
速
満
足
⽜
と
は
、
合
し
て
一
益
と
為
し
て
密
に
得
る
も
の
な
り
。（⽝
真
宗
白

糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
右
）

⑼
⽝
銘
文
⽞
に
此
文
を
釈
し
て
言
く
、⽛
よ
く
本
願
力
を
信
楽
す
る
人
［
正

定
］
は
す
み
や
か
に
と
く
功
徳
の
大
宝
海
［
滅
度
］
を
信
者
の
そ
の
身
に
満
足

［
合
し
て
一
益
と
為
す
］
せ
し
む
る
な
り
⽜［
文
］。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二

五
丁
右
）

⑽
⽝
一
念
多
念
証
文
⽞
に
云
く
、⽛
本
願
一
乗
円
融
無
碍
真
実
功
徳
大
宝
海

に
お
し
へ
す
ゝ
め
入
玉
ふ
［
乃
至
］
真
実
功
徳
と
申
は
名
号
な
り
、
一
実
真
如

の
妙
理
円
満
せ
る
な
り
、
故
に
大
宝
海
に
た
と
へ
玉
ふ
、
一
実
真
如
と
申
は
無

上
大
涅
槃
な
り
⽜［
文
］。⽛
功
徳
大
宝
海
⽜
と
言
ふ
は
、
即
ち
滅
度
な
る
こ
と

知
る
べ
し
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
右
）

⑾
宗
家
大
師
言
く
、⽛
彼
此
三
業
不
相
捨
離
⽜［
云
云
］。⽛
彼
⽜
と
は
滅
度
、

⽛
此
⽜
と
は
即
ち
正
定
、⽛
不
相
捨
離
⽜
と
は
一
益
と
為
す
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸

論
⽞
下
、
二
五
丁
左
）

⑿
⽛
正
信
偈
⽜
に
曰
く
、⽛
能
発
一
念
喜
愛
心
不
断
煩
悩
得
涅
槃
凡
聖
逆
謗

斉
回
入
如
衆
水
入
海
一
味
⽜［
文
］。⽛
凡
聖
⽜
の
句
は
能
発
の
機
を
顕
し
、⽛
如

衆
⽜
の
句
、⽛
不
断
⽜
の
句
を
喩
ふ
、
応
に
知
る
べ
し
。⽛
不
断
煩
悩
⽜
は
能
発

の
機
に
約
す
。
即
ち
是
れ
正
定
の
機
な
り
。⽛
涅
槃
⽜
は
即
ち
滅
度
の
法
な
り
。

⽛
得
⽜
の
言
は
、
正
定
滅
度
二
益
を
合
し
て
密
に
得
る
こ
と
を
顕
す
。⽛
衆
水
⽜

は
是
れ
正
定
の
機
、⽛
海
⽜
は
是
れ
滅
度
の
法
、⽛
一
味
⽜
は
二
益
を
合
し
て
一

益
と
為
す
。
所
謂
、
機
［
正
定
衆
水
］
法
［
滅
度
海
味
］
一
体
［
一
益
一
味
］

な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
左
）

⒀
同
偈
又
云
く
、⽛
帰
入
功
徳
大
宝
海
必
獲
入
大
会
衆
数
⽜［
文
］。（⽝
真
宗

白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
左
）

⒁
省
略

⒂
⽝
文
類
⽞
に
云
く
、⽛
必
至
無
上
浄
信
暁
［
乃
至
］
一
如
法
界
真
身
顕

［
此
文
、
文
を
入
れ
て
弁
ず
］⽜。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
右
）

⒃
⽝
二
門
偈
⽞
に
曰
く
、⽛
具
足
煩
悩
凡
夫
人
仏
願
力
に
由
り
て
信
を
獲
得

す
。
斯
人
即
ち
凡
数
摂
に
非
ず
。
斯
人
中
の
芬
陀
利
花
な
り
。⽜［
文
］。
上
の

二
句
、
是
れ
正
定
の
機
辺
、
下
の
二
句
、
是
れ
滅
度
の
法
徳
、
此
法
益
に
機
即

す
れ
ば
是
れ
二
益
合
し
て
一
益
と
為
る
。
其
義
知
る
べ
し
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞

下
、
二
六
丁
右
）

⒄
⽝
讃
⽞
に
曰
く
、⽛
本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
む
な
し
く
す
ぐ
る
人
ぞ
な
き

功
徳
の
宝
海
み
ち
〳
〵
て
煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し
⽜［
文
］。⽛
遇
⽜
と
は
即

ち
信
を
獲
る
を
指
す
。
是
れ
正
定
の
機
、⽛
功
徳
宝
海
⽜
は
即
ち
滅
度
の
法
、

⽛
濁
水
⽜
亦
た
機
辺
に
喩
ふ
。
此
機
［
正
定
］、
宝
海
水
と
［
滅
度
］
合
し
て
一

味
と
為
る
［
二
益
合
し
て
一
益
と
為
す
］、
之
を
隔
て
無
し
と
言
ふ
な
り
。

（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
右
）

⒅
又
云
く
、⽛
悲
願
の
信
行
え
し
む
れ
ば
生
死
即
涅
槃
な
り
⽜。
此
二
句
上
の

句
は
正
定
、
下
の
句
は
滅
度
、
是
れ
現
生
に
信
行
を
得
る
の
時
に
就
き
て
滅
度

の
益
を
明
す
。
乃
ち
是
れ
滅
度
、
密
に
現
生
に
通
じ
、
一
益
と
為
す
な
り
。

（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
右
）

⒆
省
略

⒇
⽝
讃
⽞
に
又
云
く
、⽛
名
号
不
思
議
の
海
水
は
［
乃
至
］
功
徳
の
う
し
ほ

に
一
味
な
り
⽜。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
左
）

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
二
一



⚦
又
云
く
、⽛
尽
十
方
無
碍
光
の
［
乃
至
］
功
徳
（
マ
マ
）
う
し
ほ
に
一
味

な
り
⽜。
此
二
首
の
意
、
大
に
同
じ
な
り
。
所
謂
⽛
衆
悪
万
川
煩
悩
の
濁
水
は
⽜

は
是
れ
機
な
り
。⽛
名
号
の
海
水
大
願
の
海
水
は
⽜
は
是
れ
法
［
滅
度
］、⽛
一

味
⽜
は
即
ち
合
し
て
一
益
と
為
す
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
左
）

⚧
又
云
く
、⽛
金
剛
堅
固
の
信
心
の
定
る
と
き
を
ま
ち
え
て
ぞ
弥
陀
の
心
光

摂
護
し
て
な
が
く
生
死
を
へ
だ
て
け
る
⽜［
文
］。⽛
金
剛
信
心
⽜
は
是
れ
正
定
、

⽛
弥
陀
の
心
光
⽜
は
乃
ち
滅
度
、⽛
生
死
の
隔
て
⽜
は
即
ち
合
し
て
一
益
と
為
す

な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
左
）

⚨
又
云
く
、⽛
弥
陀
智
願
の
広
海
に
凡
夫
善
悪
の
心
水
も
帰
入
し
ぬ
れ
ば
す

な
は
ち
に
大
悲
心
と
ぞ
転
ず
な
る
⽜［
文
］。⽛
智
願
の
広
海
⽜
は
是
れ
滅
度
、

⽛
心
水
帰
入
す
る
⽜
は
乃
ち
正
定
、⽛
大
悲
心
と
ぞ
転
ず
な
る
⽜
は
合
し
て
一
益

と
為
す
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁
左
ᴷ
二
七
丁
右
）

⚩
ẃ
祖
の
所
謂
、⽛
行
者
の
わ
ろ
き
心
を
如
来
の
よ
き
御
心
□
同
じ
も
の
に

な
し
玉
ふ
⽜
と
言
る
全
く
同
じ
な
り
。
但
だ
密
益
を
以
て
の
故
に
其
転
相
無
し
、

亦
た
不
知
、
不
覚
な
り
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
右
）

⚪
ẃ
祖
又
云
く
、⽛
仏
心
［
滅
度
］
凡
心
［
正
定
］
ひ
と
つ
に
な
る
［
一
益

と
為
す
］
と
こ
ろ
を
さ
し
て
機
［
正
定
］
法
［
滅
度
］
一
体
の
南
無
阿
弥
陀
仏

と
は
申
な
り
⽜［
文
］。
是
く
の
如
き
文
証
具
さ
に
挙
遑
あ
ら
ず
。（⽝
真
宗
白
糸

論
⽞
下
、
二
七
丁
右
）

⚫
ᴷ
⚱
省
略

⚲
⽝
五
会
讃
⽞
に
云
く
、⽛
此
界
一
人
念
仏
名
西
方
便
有
一
ẃ
生
⽜［
文
］。

所
謂
⽛
一
ẃ
⽜
は
即
ち
是
れ
心
ẃ
花
。
此
心
花
機
に
在
り
て
信
心
と
名
け
［
正

定
］、
法
に
在
り
て
仏
正
覚
心
ẃ
花
［
滅
度
］
と
云
ふ
。
此
機
法
冥
合
［
一
体

密
益
］
一
ẃ
を
成
ず
。
乃
ち
是
れ
二
益
を
合
し
て
一
益
と
為
す
も
の
な
り
。

（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八
丁
右
）

⚳
智
旭
亦
た
云
く
、⽛
一
念
に
相
応
し
一
念
に
生
ず
。
念
々
に
相
応
し
、

念
々
に
生
ず
。
何
ぞ
俟
三
娑
婆
の
報
尽
て
方
に
宝
池
に
育
つ
を
俟
た
ん
。
只
だ

今
信
願
持
名
す
、
便
ち
娑
婆
界
内
の
人
に
非
ず
⽜［
文
］。
他
尚
ほ
此
く
の
如
き

称
の
今
家
学
者
と
為
す
は
、
何
ぞ
此
義
に
昧
き
や
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二

八
丁
左
）

⚴
⽝
末
灯
抄
⽞
に
云
く
、⽛
光
明
寺
和
尚
の
⽝
般
舟
讃
⽞
に
は
信
心
の
ひ
と

は
そ
の
心
つ
子
に
浄
土
に
居
す
と
⽜［
文
］。
此
は
正
定
滅
度
に
通
ず
を
明
す
。

（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八
丁
左
）

⚵
又
⽝
二
門
偈
⽞
に
⽛
卑
湿
の
淤
泥
に
ẃ
花
を
生
ず
と
。
此
は
凡
夫
、
在
煩

悩
泥
中
に
、
仏
の
正
覚
の
花
を
生
ず
る
に
喩
ふ
る
な
り
⽜［
文
］。
此
は
滅
度
正

定
に
通
ず
る
を
顕
す
。
因
果
相
即
、
知
る
べ
し
。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八

丁
左
）

⚶
又
⽝
観
経
⽞
に
説
く
、⽛
諸
仏
如
来
是
法
界
身
入
一
切
衆
生
心
相
中
⽜。

（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八
丁
左
）

⚷
又
云
く
、⽛
常
来
至
此
行
人
之
処
⽜［
文
］。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八

丁
左
）

㉘
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
八
丁
左
ᴷ
二
九
丁
右

㉙
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁
右

㉚
⽝
正
信
偈
旁
通
⽞
に
云
く
、⽛
問
ふ
。
一
実
真
如
海
と
は
仏
教
の
極
趣
に
し
て

万
法
の
本
源
な
り
。
在
昔
如
来
は
四
十
余
年
調
誘
し
て
猶
ほ
嘉
会
を
失
す
る
者

有
り
。
其
難
聞
難
解
是
く
の
如
し
。
然
る
に
上
の
六
法
は
、
乃
ち
但
だ
愚
凡
を

し
て
之
に
由
ら
し
む
る
の
道
な
れ
ば
則
ち
宜
し
く
指
方
立
相
を
談
ず
べ
し
。
何

ぞ
鶏
を
割
く
に
牛
刀
を
用
い
ん
。
抑
も
亦
た
自
ら
機
劣
り
、
教
浅
く
、
他
と
抗

し
難
き
を
知
っ
て
、
汎
く
此
名
を
説
ひ
て
頓
契
全
顕
の
実
は
顧
み
る
に
独
り
今

宗
に
在
り
⽜［
云
云
］。

又
⽝
文
軌
⽞
に
⽛
証
知
生
死
即
涅
槃
⽜
を
釈
し
て
云
く
、⽛
然
る
に
是
く
の

如
き
の
教
理
は
聖
道
の
極
則
な
り
。
今
偈
に
何
ぞ
為
に
此
を
取
用
す
、
宗
致
と

相
関
は
ら
ざ
る
［
難
な
り
］
に
似
た
り
。
祖
意
を
按
ず
る
に
、
弘
願
の
宗
旨
に

し
て
方
に
是
く
の
如
き
の
不
二
法
門
を
語
る
べ
し
。
聖
道
は
即
ち
是
の
教
有
り

て
、
即
ち
是
の
証
無
し
［
乃
至
］
一
心
帰
命
無
碍
光
仏
、
猶
ほ
生
死
に
処
す
と

雖
も
、
已
に
無
礙
光
中
に
在
り
て
、
融
即
す
る
が
故
に
即
ち
涅
槃
と
云
ふ
⽜

［
文
］。（⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁
）

㉛
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁
左
ᴷ
三
〇
丁
右

一
二
二



㉜
⽝
開
首
⽞⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
頁
上

㉝
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
二
八
六
頁
下

㉞
⽝
浄
真
全
⽞
二
、
五
四
頁

㉟

井
上
哲
雄
⽝
真
宗
本
派
学
僧
逸
伝
⽞（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
九
年
）、⽝
仏

教
大
辞
彙
⽞
二
（
富
山
房
、
一
九
一
四
年
）、⽝
真
宗
人
名
辞
典
⽞（
法
蔵
館
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

㊱

知
空
は
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、
津
村
別
院
で
⽝
維
摩
経
⽞
を
講
じ

て
い
る
。
破
門
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
若
霖
の
破
門
中

の
行
実
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
諸
国
を
流
浪
し
な
が
ら
も
諸
宗
の
碩
学
か
ら

教
え
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
才
能
か
ら
天
台
宗
の
霊
空
（
一
六
五
二
ᴷ

一
七
三
九
）
は
改
宗
さ
せ
よ
う
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
詩
文
・
書
の
才

能
も
あ
り
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
ᴷ
一
七
二
五
）⽝
停
雲
集
⽞、
伊
藤
東
涯

（
一
六
七
〇
ᴷ
一
七
三
六
）⽝
盍
簪
録
⽞
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊲

前
田
慧
雲
全
集
刊
行
会
編
⽝
前
田
慧
雲
全
集
⽞
三
（
春
秋
社
、
一
九
三
一

年
）、
四
〇
五
頁

㊳

前
田
慧
雲
⽝
仏
教
思
想
講
話
⽞（
甲
子
社
書
房
、
一
九
二
六
年
）
二
〇
〇
頁

㊴

普
賢
大
圓
⽝
真
宗
教
学
の
発
達
⽞（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
六
三
年
）
九
五
頁
、

一
三
四
頁

㊵
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
五
丁
左
ᴷ
二
六
丁
右

㊶
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
五
五
頁
上

㊷
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
六
丁

㊸
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
六
五
頁

㊹
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
右

㊺
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
頁
下

㊻
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁

㊼
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
頁
下
ᴷ
四
頁
上

㊽
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
左

㊾
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
二
二
頁
上

㊿
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
左

⠗
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
七
頁
下

⠘
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
左

⠙
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
八
頁
下

⠚
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
左

⠛
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
四
一
頁
下

⠜
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
七
丁
左
ᴷ
二
八
丁
右

⠝
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
五
五
頁
下

⠞
⽛
汎
く
此
名
を
説
く
。⽜
と
⽛
頓
契
全
顕
⽜
の
間
に
は
、⽛
乃
至
⽜
の
語
は
無

い
が
、
大
幅
な
中
略
が
な
さ
れ
る
。⽛
正
定
滅
度
第
十
二
⽜
に
お
い
て
は
、
一

連
の
文
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⠟
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁

⠠
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
一
頁
下
ᴷ
三
頁
上

⠡
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁
左

⠢
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
六
五
頁

⠣
⽝
浄
真
全
⽞
一
、
五
二
七
頁

⠤
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
下
、
二
九
丁
左

⠥
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
五
頁
上

⠦
⽝
仏
教
大
辞
彙
⽞
第
一
巻
、
一
八
九
頁
上

⠧
⽝
真
宗
叢
書
⽞
四
、
三
二
頁
下

⠨

二
・
三
説
の
概
要
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

二
説
…
弥
陀
国
中
に
人
・
天
・
声
聞
が
存
在
す
る
と
、
衆
生
は
退
転
や
、
仏
果

と
遠
く
隔
た
り
が
あ
る
と
疑
い
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
生

じ
れ
ば
正
定
聚
に
住
し
、
退
転
し
な
い
と
第
十
一
願
文
で
は
説
か
れ
て

い
る
と
す
る
。

三
説
…
弥
陀
仏
国
は
涅
槃
の
妙
果
で
あ
る
と
し
、
妙
果
を
証
し
て
か
ら
退
転
す

る
こ
と
な
い
と
す
る
。
退
縁
が
存
在
す
る
の
は
娑
婆
の
み
で
あ
る
た
め
、

不
退
転
の
利
益
は
娑
婆
界
内
の
者
に
対
し
て
の
み
論
じ
る
べ
き
と
す
る
。

⠩

大
谷
派
の
鳳
嶺
（
一
七
四
八
ᴷ
一
八
一
六
）・
宣
明
（
一
七
四
九
ᴷ
一
八
二

一
）・
深
励
（
一
七
四
九
ᴷ
一
八
一
七
）
に
お
い
て
批
判
さ
る
。
特
に
鳳
嶺
と

善
意
⽝
真
宗
白
糸
論
⽞
に
つ
い
て

一
二
三



深
励
は
⽛
一
益
法
門
⽜
で
あ
る
と
の
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
批
判
に
つ
い

て
青
柳
英
司
氏
は
、
出
羽
の
公
巌
（
一
七
五
七
ᴷ
一
八
二
一
）
の
異
安
心
事
件

と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
谷
派
で
は
、⽝
文
軌
⽞
の
理
解
と
類
似
し
た

公
巖
を
異
安
心
と
し
て
教
誡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
と

し
て
い
る
。（⽛
近
世
真
宗
教
学
史
に
お
け
る
智
暹
の
位
置
ᴷ
一
益
法
門
批
判
を

中
心
に
し
て
ᴷ
⽜⽝
印
度
學
佛
教
學
研
究
⽞
七
一
巻
一
号
、
二
〇
二
二
年
）
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二
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